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主な保険用語のご説明 

  

 解 約 払 戻 金  ご契約が解約された場合などに、ご契約者にお払い戻しするお金のことです。 

 契 約 応 当 日  ご契約後の保険期間中に迎える毎年の契約日に対応する日のことです。特に月単

位または半年単位の契約応当日といったときは、それぞれ各月、半年ごとの契約

日に対応する日をさします（契約応当日のない場合は、その月の末日とします。）。 

 契 約 年 齢  被保険者の年齢は満年齢で計算します。ただし、１年未満の端数については、６か

月以下のものは切り捨てますが、６か月をこえるものは切り上げます。 

（例）24歳７か月の被保険者の契約年齢は25歳となります。 

 契 約 日  通常は、責任開始の日をいい、契約年齢や保険期間などの計算の基準日になりま

す。ただし、保険料の払込方法［経路］により契約日が責任開始の日と異なる場合

があります。 

 告知義務と告知義務違反  ご契約者と被保険者は、ご契約のお申込みや復活などをされるときに現在の健康

状態や職業、過去の病歴など告知書で当社がおたずねする重要なことがらについ

て、事実をありのままに当社に報告していただく義務があります。これを「告知義

務」といいます。告知書で当社がおたずねした重要なことがらについて報告がなか

ったり、ご報告いただいた内容が事実と異なっていた場合、告知義務に違反したこ

とになり、当社はご契約の効力を消滅させること（解除）ができます。 

 失 効  猶予期間を過ぎても保険料のお払い込みがなく、ご契約の効力が失われることで

す。 

 主 契 約 と 特 約  約款のうち普通保険約款に記載されている契約内容を主契約といい、その主契約

の保障内容をさらに充実させるものや、保険料払込方法など主契約と異なる特別

なお約束をする目的で主契約に付加するものを特約といいます。 

 責 任 開 始 期  申し込まれたご契約の保障が開始される時期をいい、復活が行なわれた場合の保

険契約については、最後の復活によって保障が開始される時期をいいます。 

 責 任 準 備 金  将来の保険金・給付金などをお支払いするために、ご契約者が払い込む保険料の

なかから積み立てられるお金のことです。 

 第１回保険料充当金  お申込時に払い込まれるお金のことで、ご契約が成立した場合には第１回保険料

に充当されます。 

か 

け 

こ 

し 

せ 

た 
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 払 込 期 月  保険料をお払い込みいただく月をいいます。月払契約の場合は月単位の契約応当

日（契約応当日のない場合は、その月の末日とします。）の属する月の初日から末

日まで、年払契約または半年払契約の場合は、それぞれ年単位または半年単位

の契約応当日（契約応当日のない場合は、その月の末日とします。）の属する月の

初日から末日までをいいます。 

 被 保 険 者  その人の生死などが保険の対象とされる人をいいます。 

 保 険 期 間  当社が保険契約の保障を行なう期間をいいます。 

 保 険 金 ・ 給 付 金  お支払事由に該当されたときにお支払いするお金のことです。 

 保険金・給付金受取人  ご契約者が指定した保険金・給付金を受け取る人をいいます。 

 保 険 契 約 者  当社と保険契約を結び、契約上のいろいろな権利（たとえば契約内容変更などの

請求権）と義務（たとえば保険料支払義務）を持つ人をいいます。 

 保 険 証 券  ご契約になられた保険金額・給付金額や保険期間などの契約内容を具体的に記

載したものです。 

 保 険 料  ご契約者から当社にお払い込みいただくお金のことです。 

 約 款  ご契約から保険契約消滅までの契約内容を記載したもので、主契約については

「普通保険約款」（主約款）といい、特約については「特約条項」といいます。 
や 

は 

ひ 
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保険会社の会社組織形態には、「相互会社」と「株式会社」があり、当社は株式会社です。 
株式会社は、株主の出資により運営されるものであり、株式会社のご契約者は相互会社のご契約者のように、「社員」
（構成員）として会社の運営に参加することはできません。 
 

  
お申込者またはご契約者は、ご契約の申込日または第１回保険料充当金領収証の交付日のいずれか遅い日から、そ
の日を含めて８日以内であれば、書面または電磁的記録によりお申込みの撤回またはご契約の解除をすることができ
る制度です。ただし、既に締結されているご契約を更新される場合には、この制度の適用はありません。 
 

  
生命保険会社の業務または財産の状況の変化や経営破綻によって、ご契約時にお約束した保険金額、年金額、給付
金額などが削減されることがあります。 
○生命保険会社の業務または財産の状況の変化により、ご契約時にお約束した保険金額、年金額、給付金額などが
削減されることがあります。 
なお、生命保険契約者保護機構の会員である生命保険会社が経営破綻に陥った場合、生命保険契約者保護機構
により、保険契約者保護の措置が図られることがありますが、この場合にも、ご契約時の保険金額、年金額、給付
金額などが削減されることがあります。 

 

  
当社は、「生命保険契約者保護機構」（以下、「保護機構」といいます。）に加入しております。保護機構の概要は、以下
のとおりです。 
○保護機構は、保険業法に基づき設立された法人であり、保護機構の会員である生命保険会社が破綻に陥った場
合、生命保険に係る保険契約者等のための相互援助制度として、当該破綻保険会社に係る保険契約の移転等に
おける資金援助、承継保険会社の経営管理、保険契約の引受け、補償対象保険金の支払に係る資金援助および
保険金請求権等の買取りを行う等により、保険契約者等の保護を図り、もって生命保険業に対する信頼性を維持
することを目的としています。 

○保険契約上、年齢や健康状態によっては契約していた破綻保険会社と同様の条件で新たに加入することが困難に
なることもあるため、保険会社が破綻した場合には、保護機構が保険契約の移転等に際して資金援助等の支援を
行い、加入している保険契約の継続を図ることにしています。 

○保険契約の移転等における補償対象契約は、運用実績連動型保険契約の特定特別勘定（※１）に係る部分を除い
た国内における元受保険契約で、その補償限度は、高予定利率契約（※２）を除き、責任準備金等（※３）の90％と
することが、保険業法等で定められています（保険金・年金等の90％が補償されるものではありません。（※４））。 

○なお、保険契約の移転等の際には、責任準備金等の削減に加え、保険契約を引き続き適正・安全に維持するため
に、契約条件の算定基礎となる基礎率（予定利率、予定死亡率、予定事業費率等）の変更が行われる可能性があ
り、これに伴い、保険金額・年金額等が減少することがあります。あわせて、早期解約控除制度（保険集団を維持し、
保険契約の継続を図るために、通常の解約控除とは別に、一定期間特別な解約控除を行う制度）が設けられる可
能性もあります。 
※１ 特別勘定を設置しなければならない保険契約のうち最低保証（最低死亡保険金保証、最低年金原資保証等）

のない保険契約に係る特別勘定を指します。更生手続においては、当該部分についての責任準備金を削減
しない更生計画を作成することが可能です（実際に削減しないか否かは、個別の更生手続の中で確定するこ
ととなります。）。 

※２ 破綻時に過去5年間で常に予定利率が基準利率（注１）を超えていた契約を指します（注２）。当該契約につい
ては、責任準備金等の補償限度が以下のとおりとなります。ただし、破綻保険会社に対して資金援助がなか
った場合の弁済率が下限となります。 
高予定利率契約の補償率＝90％－{（過去5年間における各年の予定利率－基準利率）の総和÷2} 

（注１）基準利率は、生保各社の過去5年間の平均運用利回りを基準に、金融庁長官及び財務大臣が定めることと
なっております。現在の基準利率については、当社又は保護機構のホームページでご確認できます。 

（注２）一つの保険契約において、主契約・特約の予定利率が異なる場合、主契約・特約を予定利率が異なるごと
に独立した保険契約とみなして、高予定利率契約に該当するか否かを判断することになります。また、企業

①当社の組織形態について 

②クーリング・オフ制度（お申込みの撤回またはご契約の解除）の適用除外について 

③保険金額・給付金額などの削減について 

④生命保険契約者保護機構について 
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資金貸出 

財政措置 

 

保険契約の全部・一部の移転 

資金援助 

保険金請求権等の買取り 

救済保険会社 保険契約者等 

補償対象保険金の支払 

破綻保険会社 保 護 機 構 

民間金融機関等 

国 

保険金等の支払 

保険契約の承継 

保険契約の引受け 

補償対象保険金支払 

に係る資金援助 

保険契約者等 

保険金請求権等の買取り 

補償対象保険金の支払 

保 護 機 構 

承継保険会社 

破綻保険会社 

資金貸出 

負担金の拠出 

財政措置 

民間金融機関等 

国 

会員保険会社 

合併、株式取得 

保険金等の支払 

会員保険会社 

負担金の拠出 
補償対象保険金支払 
に係る資金援助 

保険等において被保険者が保険料を拠出している場合で被保険者毎に予定利率が異なる場合には、被保
険者毎に独立の保険契約が締結されているものとみなして高予定利率契約に該当するか否かの判断をす
ることになります。ただし、確定拠出年金保険契約については、被保険者が保険料を拠出しているか否かに
かかわらず、被保険者毎に高予定利率契約に該当するか否かを判断することになります。 

※３ 責任準備金等とは、将来の保険金・年金・給付金の支払に備え、保険料や運用収益などを財源として積立て
ている準備金等をいいます。 

※４ 個人変額年金保険に付されている年金原資保証額等についても、その90％が補償されるものではありません。 
 

●仕組みの概略図 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（注３）上記の｢財政措置｣は、2027年3月末までに生命保険会社が破綻した場合に対応する措置で、会員保険会社
の拠出による負担金だけで資金援助等の対応ができない場合に、国会審議を経て補助金が認められた際
に行なわれるものです。 

   （注４）破綻処理中の保険事故に基づく補償対象契約の保険金等の支払、保護機構が補償対象契約に係る保険金
請求権等を買い取ることを指します。この場合における支払率および買取率については、責任準備金等の
補償限度と同率になります（高予定利率契約については、※２に記載の率となります。）。 

○補償対象契約の範囲・補償対象契約の補償限度等を含め、本掲載内容は全て現在の法令に基づいたものであり、
今後、法令の改正により変更される可能性があります。 

    ・生命保険会社が破綻した場合の保険契約の取扱いに関するお問い合わせ先 
生命保険契約者保護機構  TEL ０３－３２８６－２８２０ 
月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く）午前９時～正午、午後１時～午後５時 
ホームページアドレス https://www.seihohogo.jp/ 

（注３） 

（注３） 

（注４） 

（注４） 

（注４） 

（注４） 

救済保険会社が現れた場合 

 

救済保険会社が現れない場合 
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【1】当社がお客さまから取得する個人情報の利用目的 
○当社は、お客さまから取得する個人情報をつぎの目的のために業務上必要な範囲で利用いたします。 

 
①各種保険契約のお引受け、ご継続・維持管理、保険金・給付金などのお支払い 
②関連会社・提携会社を含む各種商品・サービスのご案内・提供（＊）、ご契約の維持管理 
③当社業務に関する情報提供・運営管理、商品・サービスの充実 
④その他保険に関連・付随する業務(＊) 
 

（＊） お客さまの取引履歴やウェブサイトの閲覧履歴を分析して、お客さまのニーズにあった各種商品・サービスに 

関する広告等の配信等をすることを含みます。 
※個人番号および特定個人情報については、保険取引に関する支払調書等作成事務に必要な範囲でのみ利用いた
します。 

※当社はお客さまから取得した個人情報を、ご契約が締結に至らなかった場合や解約、保険期間満了等保険契約が
消滅した後も、各種保険契約のお引受け、取引履歴の確認、各種照会等への対応、その他保険に関連・付随する
業務等のために保持いたします。なお、取得した申込関係書類等についての返却はいたしません。 

 
【2】お問い合わせ窓口 
○当社では、お客さまの個人情報に関するお問い合わせ窓口を設けています。保有個人データの開示、訂正、利用停
止などのご請求、その他個人情報に関するお問い合わせは下記までご連絡いただきますようお願いいたします。 

お問い合わせ先：Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命 お客さまサービスセンター 
フリーダイヤル ０１２０－３０１－３９６ 
受付時間 ９：００～１７：００（土・日・祝日等を除く） 
 
 
 

〇最新の内容は当社ホームページ（https://www.tdf-life.co.jp）にてご確認ください。 
 
 

  

⑤個人情報のお取扱いについて 
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当社は、生命保険制度が健全に運営され、保険金および入院給付金等のお支払いが正しく確実に行なわれるよう、

「支払査定時照会制度」に基づき、下記のとおり、当社の保険契約等に関する所定の情報を特定の者と共同して利用し

ております。 

 

支払査定時照会制度について 
 
保険金等のご請求に際し、あなたのご契約内容等を照会させていただくことがあります。 

○当社は、一般社団法人生命保険協会、一般社団法人生命保険協会加盟の各生命保険会社、全国共済農業協同

組合連合会、全国労働者共済生活協同組合連合会および日本コープ共済生活協同組合連合会（以下「各生命保

険会社等」といいます。）とともに、お支払の判断または保険契約もしくは共済契約等（以下「保険契約等」といいま

す。）の解除、取消しもしくは無効の判断（以下「お支払等の判断」といいます。）の参考とすることを目的として、「支

払査定時照会制度」に基づき、当社を含む各生命保険会社等の保有する保険契約等に関する下記の相互照会事

項記載の情報を共同して利用しております。 

○保険金、年金または給付金（以下「保険金等」といいます。）のご請求があった場合や、これらに係る保険事故が発

生したと判断される場合に、「支払査定時照会制度」に基づき、相互照会事項の全部または一部について、一般社

団法人生命保険協会を通じて、他の各生命保険会社等に照会し、他の各生命保険会社等から情報の提供を受け、

また他の各生命保険会社等からの照会に対し、情報を提供すること（以下「相互照会」といいます。）があります。相

互照会される情報は下記のものに限定され、ご請求に係る傷病名その他の情報が相互照会されることはありませ

ん。また、相互照会に基づき各生命保険会社等に提供された情報は、相互照会を行った各生命保険会社等による

お支払等の判断の参考とするため利用されることがありますが、その他の目的のために利用されることはありませ

ん。照会を受けた各生命保険会社等において、相互照会事項記載の情報が存在しなかったときは、照会を受けた

事実は消去されます。各生命保険会社等は「支払査定時照会制度」により知り得た情報を他に公開いたしません。 

○当社が保有する相互照会事項記載の情報については、当社が管理責任を負います。契約者、被保険者または保

険金等受取人は、当社の定める手続に従い、相互照会事項記載の情報の開示を求め、その内容が事実と相違し

ている場合には、訂正を申し出ることができます。また、次のｱ)～ｵ)に記載の事由を理由とする場合、当社の定め

る手続に従い、当該情報の利用停止または消去を求めることができます。上記各手続きの詳細については、「お客

さまサービスセンター」にお問い合わせください。 

 

ｱ)当社があらかじめ本人の同意を得ず利用目的の達成に必要な範囲を超えて個人情報を取り扱っている場合 

ｲ)当社が不適正な個人情報の利用・取得をしている場合 

ｳ)本人が識別される保有個人データを当社が利用する必要がなくなった場合 

ｴ)当社が取り扱う個人データの漏えい・滅失・毀損その他の個人データの安全の確保に係る事態であって個人の

権利利益を害するおそれが大きい場合 

ｵ)本人が識別される保有個人データの取り扱いにより、本人の権利又は正当な利益が害されるおそれがある場合 

 

【相互照会事項】 

次の事項が相互照会されます。ただし、契約消滅後５年を経過した契約に係るものは除きます。 

(1)被保険者の氏名、生年月日、性別、住所（市・区・郡までとします。） 

(2)保険事故発生日、死亡日、入院日・退院日、対象となる保険事故（左記の事項は、照会を受けた日から５年以内の

ものとします。） 

(3)保険種類、契約日、復活日、消滅日、保険契約者の氏名および被保険者との続柄、死亡保険金等受取人の氏名

および被保険者との続柄、死亡保険金額、給付金日額、各特約内容、保険料および払込方法 

 

上記相互照会事項において、被保険者、保険事故、保険種類、保険契約者、死亡保険金、給付金日額、保険料とある

のは、共済契約においてはそれぞれ、被共済者、共済事故、共済種類、共済契約者、死亡共済金、共済金額、共済掛

金と読み替えます。 

 

※「支払査定時照会制度」に参加している各生命保険会社名につきましては、一般社団法人生命保険協会ホームペー

ジ（https://www.seiho.or.jp/）の「加盟会社」をご参照ください。 
※「支払査定時照会制度」の最新の内容については、 
 当社ホームページ（https://www.tdf-life.co.jp/privacy/manage.html#anc-03）をご確認ください。 
 

⑥「支払査定時照会制度」に基づく、他の生命保険会社等との保険契約等に関する

情報の共同利用について 
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被保険者とご契約者が異なるご契約の場合、つぎに掲げる事由に該当するときは、被保険者はご契約者に対し、ご契

約の解約を請求することができます。 

この場合、被保険者から解約の請求を受けたご契約者は、ご契約の解約を行なう必要があります。 
 
①ご契約者または保険金・給付金などの受取人が当社に保険給付を行なわせることを目的として保険金・給付金な

どのお支払事由を発生させた、または発生させようとした場合 

②保険金・給付金などの受取人が当該生命保険契約に基づく保険給付の請求について詐欺を行なった、または行な

おうとした場合 

③上記①②の他、被保険者のご契約者または保険金・給付金などの受取人に対する信頼を損ない、ご契約の存続を

困難とする重大な事由がある場合 

④ご契約者と被保険者との間の親族関係の終了その他の事情により、被保険者がご契約のお申込みの同意をする

にあたって基礎とした事情が著しく変化した場合 

 

  
【1】差押債権者、破産管財人などによる解約について 
 
○ご契約者の差押債権者、破産管財人など（以下、「債権者など」といいます。）によるご契約の解約は、解約の通知

が当社に到着した日の翌日からその日を含めて１か月を経過した日に効力を生じます。 

 

【2】保険金・給付金などの受取人によるご契約の存続について 
 
○債権者などが解約の通知を行なった場合でも、解約が当社に通知された時において、以下のすべてを満たす保険

金・給付金などの受取人はご契約を存続させることができます。 

①ご契約者の親族、被保険者の親族または被保険者本人であること 

②ご契約者でないこと 

 

○保険金・給付金などの受取人がご契約を存続させるためには、解約の通知が当社に到着した日の翌日からその

日を含めて１か月を経過する日までの間に、以下のすべての手続きを行なう必要があります。 

①ご契約者の同意を得ること 

②解約の通知が当社に到着した日に解約の効力が生じたとすれば当社が債権者などに支払うべき金額を債権者

などに対して支払うこと 

③上記②について、債権者などに支払った旨を当社に対して通知すること（当社への通知についても期間内に行なう

こと） 

 

  
お払い込みいただいた保険料の一部を保障やご契約の締結・維持の経費などに充当します。 

したがって、保険金、年金、給付金、解約払戻金などご契約者などが受け取ることとなる金額の合計額は、お受取り時

点までにお払い込みいただいた保険料の総額を下回る場合があります。 

⑦被保険者によるご契約者への解約の請求について 

⑧債権者などによる解約について 

⑨受取金額が払込保険料を下回る場合について 
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【1】特徴 
 
１．歯科治療費用の保障に重点を置いた保険です。 

被保険者が公的医療保険制度で認められていないクラウン、ブリッジ、金属床義歯による歯の治療を受けられた

場合に、歯科治療給付金をお支払いします。（ただし、会社が適正でないと認めた場合を除きます。） 

２．被保険者が保険期間中に死亡、高度障害状態になられたときは、死亡保険金または高度障害給付金をお支払いし

ます。 

３．被保険者が保険期間の満了時に生存し、かつ、その保険期間中に歯科治療給付金のお支払いがなかったときは、

無事故給付金をお支払いします。 

４．保険期間の満了日の翌日に自動更新し、最長70歳までご継続いただけます。 

 

【2】しくみ 

 
 

【3】ご契約の自動更新について 
 
○この保険は、ご契約者から保険期間満了日の２週間前までに特にお申出がない限り、当社所定の条件に該当する

ときは、保険期間満了日の翌日（更新日）に自動的に更新します。 

○更新後の保険期間は、更新前の保険期間と同一とします。 

ただし、更新後の保険期間満了日の翌日の被保険者の年齢が70歳をこえるときは、更新後の保険期間満了日を

被保険者の年齢が70歳となる年単位の契約応当日の前日まで短縮して取り扱います。 

○更新後のご契約の保険金額・給付金額は、更新前と同額とします。 

○歯科治療給付金のお支払限度は、更新前のご契約と更新後のご契約を通算します。 

○保険金および給付金のお支払いについては、更新前の保険期間と更新後の保険期間が継続したものとして取り扱

います。 

○更新後は、更新日の普通保険約款・各特約条項を適用し、更新後の保険料は更新日における被保険者の年齢お

よび保険料率により計算します。 

○同一の保障内容で更新される場合、更新後の保険料は一般的に更新前より高くなります。 

○更新後の第１回保険料は、更新日の属する月の末日までにお払込みください。 

○ご契約を更新したときは、当社は、新たな「保険証券」はお送りせず、「更新完了通知書」をご契約者にお送りします。 

ご契約時にお送りした「保険証券」とあわせて、大切に保存してください。 
 
 

○つぎの場合には更新の取扱は行ないません。 

・被保険者の歯の部位に１個でも支払済喪失部分でない歯の部位がないとき 

・保険期間満了日までに終了した補綴処置について支払われる歯科治療給付金を通算して、基準保険金額の２倍

以上となるとき 

・更新前のご契約において、保険料のお払い込みが免除されているとき 

○更新時に当社がご契約（特約を含みます。）の取扱を行なっていない場合は、更新の取扱を行ないません。 

この場合、更新の際に当社の定める別のご契約または特約に変更して更新の取扱を行ないます。 

特徴としくみ 

無配当歯科保険 

ご注意 

▲ 
満了日 

最長 
70歳まで 

自動更新 

保険期間満了時まで生存し、   無事故給付金 
かつ、歯科治療給付金の支払がなかったとき （基準保険金額×所定の率） 

 

死亡・     死亡保険金 

高度障害状態のとき   高度障害給付金 
（基準保険金額と同額） 

所定の歯科治療を受けたとき  歯科治療給付金 
（基準保険金額×所定の率） 

▲ 
更新日 

保険期間 ５年 
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保険金・給付金などのお支払事由が生じた場合には、当社お客さまサービスセンターまでご連絡ください           
○保険金・給付金などのお支払事由が生じた場合には、当社お客さまサービスセンターまでご連絡ください。保険金・

給付金などのお支払いまでの流れについてご案内したうえで、請求書をお送りします。 

○当社窓口で諸手続をされる際には、ご本人であることを確認させていただきます。 

代理の方がお手続きされる場合には、代理人ご本人であることの確認にあわせて委任状が必要となります。なお、本

人確認の際には、運転免許証や健康保険被保険者証などを拝見させていただきますのでご了承願います。 

 

 

 

請求書類をご提出ください                                                        
○お送りする請求書にご記入のうえ、必要な書類とあわせてご提出ください。ご請求に必要な書類は普通保険約款お

よび各特約条項の別表をご参照ください。 
 

普通保険約款・特約条項 別表番号 

・無配当歯科保険 

・指定代理請求特約条項 

別表１ 

別表 

 

 

 

お支払いできることが確定した後に保険金・給付金などをお支払いします                                
○保険金・給付金などは、ご提出いただいた書類の内容を確認し、ご契約の約款に基づきお支払いできることが確定

した後にお支払いします。 

○保険金・給付金などのお支払期限などについて詳しくは、「保険金・給付金などのお支払期限について」（13ページ）を

ご覧ください。 

 

 

○保険金・給付金・解約払戻金・保険料の払込免除などのご請求は、そのご請求ができるようになった時から３年

間を過ぎますと、その権利はなくなりますのでご注意ください。 

①保険金・給付金などのご請求方法について 

ご注意 
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保険金・給付金などのご請求があった場合、当社は、請求書類が当社に到着した日＊の翌日からその日を含めて５営

業日以内に保険金・給付金などをお支払いします。 

ただし、保険金・給付金などをお支払いするための確認・照会・調査が必要な場合は、以下のとおりとします。 

 

 保険金・給付金などをお支払いするための確認などが必要な場合 お支払期限 

① 

保険金・給付金などをお支払いするために確認が必要なつぎの場合 

・保険金・給付金などのお支払事由発生の有無の確認が必要な場合 

・保険金・給付金などの免責事由に該当する可能性がある場合 

・告知義務違反に該当する可能性がある場合 

・重大事由、詐欺または不法取得目的に該当する可能性がある場合 

請求書類が当社に到着した日＊の翌日から

その日を含めて45日以内にお支払いしま

す。 

② 

上記①の確認を行なうために特別な照会や確認が必要なつぎの場合 

 （１）医療機関または医師に対する照会のうち、照会先の指定する書面

などの方法に限定される照会が必要な場合 

 （２）弁護士法にもとづく照会その他の法令にもとづく照会が必要な場合 

 （３）研究機関などの専門機関による医学または工学などの科学技術

的な特別の調査、分析または鑑定が必要な場合 

 （４）ご契約者、被保険者または保険金・給付金などの受取人を被疑者

として、捜査、起訴その他の刑事手続が開始されたことが報道な

どから明らかである場合における、送致、起訴、判決などの刑事

手続の結果についての警察、検察などの捜査機関または裁判所

に対する照会が必要な場合 

 （５）日本国外における調査が必要な場合 

請求書類が当社に到着した日＊の翌日から

その日を含めて、それぞれ 

（１）60日、（２）90日、（３）120日、（４）180日、

（５）90日 

以内にお支払いします。 

＊請求書類が当社に到着した日とは、完備された請求書類が当社に到着した日をいいます。 

○保険金・給付金などをお支払いするための上記①②の確認などを行なう場合、当社は保険金・給付金などのご請求

者に通知します。 

○保険金・給付金などをお支払いするための上記①②の確認などに際し、ご契約者、被保険者、保険金・給付金などの

受取人が正当な理由なくその確認などを妨げ、または確認などに応じなかったとき（当社の指定した医師による必要

な診断に応じなかったときを含みます。）は、当社はこれにより確認などが遅延した期間の遅滞の責任を負わず、その

間は保険金・給付金などをお支払いしません。 

②保険金・給付金などのお支払期限について 
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●指定代理請求特約とは保険金・給付金または年金（以下、「保険金など」といいます。）の受取人である被保険

者が保険金などを請求できない｢特別な事情｣があると当社が認めた場合に、ご契約者が被保険者の同意を得て

あらかじめ指定した指定代理請求人が、保険金などの受取人の代理人として保険金などを請求することができ

る特約です。 

１．この特約の対象となる保険金などについて 

○この特約の対象となる保険金※などはつぎの範囲内となります。 

 

 

 

 

 
※  年金はご請求の際に一括での受取をお選びいただくこともできます。 

２．被保険者が保険金などを請求できない「特別な事情」について 

○｢特別な事情｣とは、つぎのいずれかに該当する場合をいいます。 

 

 

 
 

３．指定代理請求人について 

○指定代理請求人は、ご契約者が被保険者の同意を得て、つぎのいずれかの要件を満たす方の中からあらかじ

め指定いただいた方(１名のみ)となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ご契約者は被保険者の同意を得て、指定代理請求人を上記①～⑦の範囲内で変更することができます。 

○ご契約者は被保険者の同意を得て、指定代理請求人の指定を撤回することができます。この場合、指定代理

請求人が指定されていないものとして取り扱います。 

○指定(変更)時に上記の要件を満たしていても、ご請求時に上記の要件を満たしていないときは、指定代理請

求人は請求をすることができません。 

○指定代理請求特約を付加した後、つぎのいずれかに該当する場合は保険金などの受取人の戸籍上の配偶者な

ど※が保険金などの受取人の代理人として保険金などを請求することができます。 
＜つぎのいずれかに該当する場合＞ 

１．指定代理請求人が指定されていない場合 

２．請求時において、指定代理請求人がすでに死亡している場合 

３．請求時において、指定代理請求人が上記①～⑦の要件を満たしていない場合 

４．指定代理請求人が傷害または疾病により、保険金などを請求する意思表示ができない場合もしくはこれに準じる状態である

と当社が認めた場合 
 

※  つぎに定める方が保険金などの受取人の代理人として保険金などを請求することができます。 

ア．戸籍上の配偶者 

イ．上記ア．に該当する方がいない場合もしくは傷害または疾病により、保険金などを請求する意思表示ができない場合な

どには保険金などの受取人と同居しまたは生計を一にしている３親等内の親族 

ウ．上記ア．およびイ．に該当する方がいない場合もしくは傷害または疾病により、保険金などを請求する意思表示ができ

ない場合などには保険金などを請求すべき適当な理由があると当社が認めた方 

 

 

③指定代理請求特約について 

① 被保険者が受取人に指定されている保険金など 
② 被保険者が受け取ることとなる保険金など 
③ 被保険者とご契約者が同一人である場合のご契約者が受け取ることとなる保険金など 
④ ①から③とともに支払われる金額 
⑤ 被保険者とご契約者が同一人である場合の保険料の払込免除 

① 被保険者の戸籍上の配偶者 
② 被保険者の直系血族 
③ 被保険者の３親等内の親族 
④ 被保険者と同居しまたは被保険者と生計を一にしている方 
⑤ 被保険者の財産管理を行なっている方 
⑥ 死亡保険金（死亡給付金その他被保険者死亡の際に支払われる給付金を含む）の受取人 
⑦ その他上記④から⑥までに掲げる方と同等の関係にある方 

① 傷害または疾病により、保険金などを請求する意思表示ができない場合 
② 傷病名(当社が認めるものに限ります。)の告知を受けていない場合 
③ その他①および②に準じた状態である場合 
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４．指定代理請求人が保険金などの請求をできない場合 

○故意に保険金などの支払事由を生じさせた者、または故意に保険金などの受取人である被保険者を保険金な

どが請求できない｢特別な事情｣に該当させた者は、指定代理請求人としての取扱を受けることはできません。 

５．保険金などの受取人が法人の場合の取扱 

○保険金などの受取人が法人の場合には、指定代理請求人を指定することはできません。また、保険金などの

受取人が法人に変更された場合には、指定代理請求人を指定しない変更が行なわれたものとして取り扱いま

す。 

６．主約款などの代理請求に関する規定の不適用について（主約款などに代理請求に関する規定

が定められている場合） 

○この特約を付加する場合には、普通保険約款または特約条項に定められている代理請求制度はご利用いただ

けません。 

７．保険金などをお支払いした後の注意事項 

○当社がこの特約に基づき、保険金などをお支払いした場合には、その後受取人ご本人よりこの特約に基づき、

お支払いした保険金などをご請求いただいても、重複してお支払いしません。 

８．解約について 

○ご契約者はいつでもこの特約を解約することができます。 
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【1】歯科治療給付金・死亡保険金・高度障害給付金・無事故給付金のお支払い 
 
お支払いする 
保険金・給付金 

お支払事由 お支払金額 受取人 

歯科治療給付金 

被保険者が、責任開始期以後の疾病ま
たは災害により保険期間中に公的医療
保険制度＊１で認められていないクラウ
ン、ブリッジ、金属床義歯による歯の治
療を受け、処置が終了したとき（疾病を
直接の原因として責任開始日以後180日
以内に診療が行なわれた場合、または
当社が適正でないと認めた場合を除きま
す） 

ク
ラ
ウ
ン 

【前歯＊３の場合】 歯の部位１個につき 
基準保険金額の８％ 

【臼歯＊３の場合】 歯の部位１個につき 
基準保険金額の６％ 

被保険者＊５ 

ブ
リ
ッ
ジ 

ブリッジ１つにつき、つぎの金額の合計額 
 
【前歯＊３の場合】 歯の部位１個につき 

基準保険金額の８％ 
【臼歯＊３の場合】 歯の部位１個につき 

基準保険金額の６％ 

金
属
床
義
歯 

金属床義歯＊４１つにつき、つぎの金額の合計額 
 
【金属床部分】 基準保険金額の8.8％ 
【人工歯部分】 金属床義歯の装着がなされた 

歯の部位１個につき 
基準保険金額の0.8％ 

死亡保険金 被保険者が、保険期間中に死亡されたとき 

基準保険金額と同額 

死亡保険金 
受取人 

高度障害給付金 
被保険者が、責任開始期以後の疾病ま
たは傷害により保険期間中に所定の高
度障害状態＊２になられたとき 

被保険者＊５ 

無事故給付金 
被保険者が保険期間の満了時に生存
し、かつ、保険期間中に歯科治療給付金
の支払が行なわれなかったとき 

基準保険金額×２％×保険期間の年数 保険契約者 

○歯科治療給付金のお支払事由は、歯の治療の終了時点であるクラウン・ブリッジ・金属床義歯の装着時に生じます。 
○高度障害給付金をお支払いしたときは、高度障害状態になられた時にさかのぼってご契約は消滅します。 
○無事故給付金をお支払いした後に、歯科治療給付金の支払の請求書類が当社に到着した場合には、無事故給付金
をお支払いしなかったものとして、歯科治療給付金をお支払いします。この場合、支払うべき金額の合計額から、すで
にお支払いした無事故給付金を差し引いてお支払いします。 

＊１ 詳しくは、普通保険約款別表４「公的医療保険制度」をご覧ください。 
＊２ 対象となる高度障害状態については、普通保険約款別表６「対象となる高度障害状態」をご覧ください。 
＊３ 詳しくは、普通保険約款別表５「歯の部位」をご覧ください。 
＊４ アタッチメント義歯など当社の認めた特殊義歯は、金属床義歯に準じてお支払いします。 
＊５ ご契約者および死亡保険金受取人が同一の法人の場合には、歯科治療給付金または高度障害給付金の受取人

はその法人とします。 
 

【2】歯科治療給付金のお支払限度 
 
○歯科治療給付金のお支払限度は、つぎのとおりとします。 

 
名称 通算する期間 １保険年度のお支払限度 

歯科治療給付金 

第１保険年度および第２保険年度 基準保険金額の20％ 

第３保険年度以降の１保険年度  基準保険金額の40％＊ 

全保険期間 基準保険金額の４倍 

＊復活が行なわれた場合、復活の際の責任開始期の属する保険年度およびその翌保険年度におけるお支払限度
は、基準保険金額の20％となります。 

 

【3】保険料の払込免除 
 
○被保険者が、責任開始期以後に生じた不慮の事故＊１による傷害を直接の原因として、その事故の日からその日を
含めて180日以内に所定の身体障害の状態＊２に該当されたときは、その後の保険料のお払い込みを免除します。 
＊１ 対象となる不慮の事故については、普通保険約款別表２「対象となる不慮の事故」をご覧ください。 
＊２ 対象となる身体障害の状態については、普通保険約款別表７「対象となる身体障害の状態」をご覧ください。 

④無配当歯科保険 
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【1】保険金・給付金などのお支払事由、保険料の払込免除事由に該当しない場合 
 
保険金・給付金などは、普通保険約款に定めるとおり、お支払事由に該当する場合にお支払いします。したがって、
お支払事由に該当しない場合は、保険金・給付金などはお支払いいたしません。また、保険料の払込免除についても、
払込免除事由に該当しない場合には、保険料のお払い込みの免除はいたしません。 

 

【2】免責事由に該当する場合 
 
保険金・給付金などのお支払事由に該当する場合であっても、普通保険約款に定める免責事由に該当する場合には、
保険金・給付金などをお支払いしません。具体的な免責事由はつぎのとおりです。 

 

保険種類 保険金・給付金 
免責事由 

（保険金・給付金などをお支払いしない場合） 

無配当 

歯科保険 

歯科治療給付金 

１．ご契約者または被保険者の故意または重大な過失によるとき 

２．被保険者の犯罪行為によるとき 

３．被保険者の精神障害を原因とする事故によるとき 

４．被保険者の泥酔の状態を原因とする事故によるとき 

５．被保険者が法令に定める運転資格を持たないで運転している間に生じた事故

によるとき 

６．被保険者が法令に定める酒気帯び運転またはこれに相当する運転をしている

間に生じた事故によるとき 

７．被保険者の薬物依存によるとき＊１ 

８．戦争その他の変乱、地震、噴火または津波によるとき＊２ 

死亡保険金 

１．責任開始期の属する日からその日を含めて２年以内の自殺＊３によるとき 

２．ご契約者の故意によるとき（ただし、被保険者の自殺に該当する場合を除きま

す。） 

３．死亡保険金受取人の故意によるとき＊４（ただし、被保険者の自殺または上記２．

に該当する場合を除きます。） 

４．戦争その他の変乱によるとき＊２ 

高度障害給付金 

１．ご契約者の故意によるとき 

２．被保険者の故意または重大な過失によるとき 

３．被保険者の犯罪行為によるとき 

４．戦争その他の変乱によるとき＊２ 

＊１ 「薬物依存」については、普通保険約款別表９をご覧ください。 

＊２ 該当する被保険者の数の増加がこの保険の計算の基礎に及ぼす影響が少ないと当社が認めたときには、その

程度に応じて保険金・給付金などを全額もしくは削減してお支払いします。 

＊３ 「精神疾患などによる自殺」については死亡保険金をお支払いする場合もありますので、当社へお問い合わせく

ださい。 

＊４ 死亡保険金の支払事由を生じさせた受取人が、死亡保険金の一部の受取人であるときは、その残額を他の受

取人にお支払いします。 

⑤保険金・給付金などをお支払いできない場合 
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○保険料の払込免除事由に該当する場合であっても、普通保険約款に定める免責事由に該当する場合には、保険料
のお払い込みを免除いたしません。具体的な免責事由はつぎのとおりです。 

 

保険種類 
保険料の払込免除事由の概要 

(くわしくは普通保険約款をご覧ください。) 
免責事由 

（保険料のお払い込みを免除しない場合） 

無配当 

歯科保険 
所定の身体障害の状態に該当したとき 

１．ご契約者または被保険者の重大な過失によるとき 

２．被保険者の犯罪行為によるとき 

３．被保険者の精神障害を原因とする事故によるとき 

４．被保険者の泥酔の状態を原因とする事故によるとき 

５．被保険者が法令に定める運転資格を持たないで運転し

ている間に生じた事故によるとき 

６．被保険者が法令に定める酒気帯び運転またはこれに相

当する運転をしている間に生じた事故によるとき 

７．戦争その他の変乱、地震、噴火または津波によるとき＊ 

＊保険料の払込免除事由が生じた被保険者の数の増加がこの保険の計算の基礎に及ぼす影響が少ないと当社が認
めたときには、保険料のお払い込みを免除することがあります。 

 

【3】告知していただいた内容が事実と相違し、ご契約が解除された場合 
 
故意または重大な過失によって、事実を告知されなかったり、事実と違うことを告知された場合、責任開始期の属する

日からその日を含めて２年以内であれば、当社は「告知義務違反」としてご契約を解除することがあります。ご契約を

解除した場合には、たとえ保険金・給付金などの支払事由が発生していても、これをお支払いすることはできません。

この場合には、解約の際にお支払いする解約払戻金があればご契約者にお支払いします。 

※「保険金・給付金などの支払事由の発生」と「解除の原因となった事実」との因果関係によっては、保険金・給付

金などをお支払いすることがあります。 

※責任開始期の属する日からその日を含めて２年を経過していても、保険金・給付金などのお支払事由または保

険料のお払い込みの免除事由が２年以内に発生していた場合には、ご契約を解除することがあります。 

※告知にあたり、生命保険募集人が、告知することを妨げた場合、または告知をしないことや事実でないことを告

げることを勧めた場合には、当社はご契約を解除することはできません。ただし、生命保険募集人のこうした行為

がなかったとしても、ご契約者または被保険者が、当社が告知を求めた事項について、事実を告げなかったかま

たは事実でないことを告げたと認められる場合には、当社はご契約を解除することができます。 
 

【4】重大事由によりご契約が解除された場合 
 
つぎのような重大事由に該当し、ご契約が解除された場合は、保険金・給付金などをお支払いする事由が発生してい

てもお支払いいたしません。 

①ご契約者または死亡保険金受取人が、死亡保険金（他のご契約の死亡保険金を含み、保険種類および給付の名

称を問いません。）を詐取する目的もしくは第三者に詐取させる目的で事故招致（未遂を含みます。）をしたとき 

②ご契約者または被保険者が、ご契約の歯科治療給付金、高度障害給付金または保険料の払込免除を詐取する目

的または第三者に詐取させる目的で事故招致（未遂を含みます。）をしたとき 

③ご契約の保険金・給付金などまたは保険料の払込免除のご請求に関し、ご契約者または保険金・給付金などの受

取人に詐欺行為（未遂を含みます。）があったとき 

④他のご契約との重複により保険金･給付金などの合計額が著しく過大であって、保険制度の目的に反する状態がも

たらされるおそれがあるとき 

⑤ご契約者、被保険者、保険金・給付金などの受取人が、反社会的勢力＊１に該当すると認められるとき、またはこれ

らの反社会的勢力と社会的に非難されるべき関係＊２を有していると認められるとき 

⑥ご契約に付加されている特約または他のご契約が重大事由によって解除された場合や、ご契約者、被保険者また

は死亡保険金受取人が他の保険会社との間で締結したご契約などが重大事由により解除された場合など、当社

のご契約者、被保険者または死亡保険金受取人に対する信頼を損ない、ご契約の継続を困難とする上記①から⑤

と同等の事由があるとき 

＊１暴力団、暴力団員（脱退後５年を経過しない者を含みます。）、暴力団準構成員または暴力団関係企業そ

の他の反社会的勢力をいいます。 

＊２反社会的勢力に対する資金等の提供もしくは便宜の供与、反社会的勢力の不当な利用を行なうことなど

をいいます。また、ご契約者もしくは保険金・給付金などの受取人が法人の場合は、反社会的勢力によ

る企業経営の支配もしくは実質的な関与があることもいいます。 
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※①～⑥に定める事由が生じた以後に、保険金・給付金などのお支払事由または保険料のお払い込みの免除

事由が生じたときは、当社は保険金・給付金などのお支払いまたは保険料のお払い込みの免除を行ないま

せん（⑤の事由にのみ該当した場合で、複数の保険金・給付金などの受取人のうちの一部の受取人だけが

該当したときに限り、保険金・給付金などのうち、その受取人にお支払いすることになっていた保険金・

給付金などを除いた額を、他の受取人にお支払いします。）。すでに保険金・給付金などをお支払いしてい

たときでも、その返還を請求することができ、また、すでに保険料のお払い込みを免除していたときでも、

その保険料のお払い込みを求めることができます。 

 

【5】詐欺によりご契約が取消しとなった場合 
 
ご契約の締結または復活に際してご契約者、被保険者または死亡保険金受取人に詐欺行為があった場合は、当社

は、ご契約を取り消し、保険金・給付金などをお支払いいたしません。この場合、すでにお払い込みいただいた保険料

は払い戻しません。 

 

【6】不法取得目的によりご契約が無効となった場合 
 
ご契約の締結の状況、ご契約の成立後の保険金・給付金などの請求状況などから判断して、ご契約者が保険金・給

付金などを不法に取得する目的または他人に保険金・給付金などを不法に取得させる目的でご契約を締結または復

活されたものと認められる場合には、そのご契約は無効とし、保険金・給付金などをお支払いいたしません。この場合、

すでにお払い込みいただいた保険料は払い戻しません。 

 

【7】ご契約が失効した場合 
 
保険料のお払い込みが行なわれず、ご契約が失効した後に、保険金・給付金などのお支払事由または保険料のお払

い込みの免除事由に該当された場合は、保険金・給付金などのお支払いまたは保険料のお払い込みを免除しません。 
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○保険金・給付金などをお支払いする場合またはお支払いできない場合をわかりやすくご説明するため、代

表的な事例を参考としてあげたものです。記載以外に認められる事実関係などによってもお取扱いに違い

が生じることがあります。 

 
○事例１ 歯科治療給付金のお支払い（所定の歯科治療への該当） 

お支払いする場合 お支払いできない場合 

公的医療保険制度で認められていないクラウン、ブリッ

ジ、金属床義歯（入れ歯）による歯の治療を受けた場

合。 

インプラント義歯（顎の骨に埋め込んだ人工歯根による

入れ歯）による歯の治療を受けた場合。 

               ↓ 

インプラント義歯は約款別表３に定める歯科治療ではな

いのでお支払いの対象となりません。 

解 

説 

歯科治療給付金は、約款の別表３に定める歯科治療であることが支払事由のひとつであり、歯科治療に

よってはお支払いできないものがあります。 

＜お支払いできない主な歯科治療例＞ 

親しらず・過剰歯・乳歯の治療、歯ならびの矯正、歯ぐきの治療、金属床義歯（入れ歯）の修理など 

 
○事例２ 高度障害給付金のお支払い（所定の障害状態への該当） 

お支払いする場合 お支払いできない場合 

ご契約加入後に発病した「脊 髄
せきずい

小 脳
しょうのう

変 性 症
へんせいしょう

」によ

って全身の機能が低下し、食事の摂取、排泄や排泄の

後始末、衣服の着脱、起居、歩行、入浴の全てにおい

て、自力では全く不可能で、常に他人の介護を要する

状態に該当し、かつ回復の見込みがない場合。 

「脳 梗 塞
のうこ うそ く

」の後遺症として左半身の麻痺が生じ、入浴

や排泄の後始末、歩行については、いずれも常に他人

の介護を要する状態ではあるものの、右半身は正常に

動かすことができ、食事の摂取や衣服の着脱、起居は

自力で行える場合。 

               ↓ 

約款に定める｢終身常に介護を要する｣状態に該当しな

いため、お支払いの対象となりません。 

解 
説 

高度障害給付金は、約款所定の障害状態に該当し、かつ回復の見込みがないときにお支払いします。し

たがって、所定の障害状態に該当しない場合にはお支払いできません。 

なお、高度障害給付金の支払対象となる約款所定の障害状態は、身体障害者福祉法等に定める障害状

態等とは異なる場合があります。 

 

○事例３ 死亡保険金のお支払い（告知義務違反による解除） 

お支払いする場合 お支払いできない場合 

ご契約加入前の「慢性Ｃ型肝炎」での通院について、告

知書で正しく告知せずに加入されたが、ご加入１年後に

「慢性Ｃ型肝炎」とは全く因果関係のない「胃癌
いがん

」で死亡

された場合。 

ご契約加入前の「慢性Ｃ型肝炎」での通院について、告

知書で正しく告知せずに加入し、ご加入１年後に「慢性

Ｃ型肝炎」を原因とする「肝癌
かんがん

」で死亡された場合。 

               ↓ 

告知義務違反のためご契約は解除となり、死亡保険金

はお支払いできません。 

解 

説 

ご契約にご加入いただく際には、その時の被保険者の健康状態について正確に告知いただく必要があり

ますが、故意または重大な過失によって事実を告知しなかったり、事実と異なる内容を告知された場合に

は、ご契約は解除となり、保険金・給付金などはお支払いできません。 

ただし、告知義務違反の対象となった事実と、ご請求原因との間に、全く因果関係が認められない場合に

は、保険金・給付金などをお支払いします。 

また、告知にあたり、生命保険募集人が、告知することを妨げた場合、または告知しないことや事実でな

いことを告げることを勧めた場合にも、保険金・給付金などをお支払いします。 

⑥保険金・給付金などをお支払いできない場合の具体的事例 

ご注意 
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ご契約を更新したときは、当社は、新たな「保険証券」はお送りせず、「更新完了通知書」をご契約者にお送りします。 

ご契約時にお送りした「保険証券」とあわせて、大切に保存してください。 

 

  
現在のご契約を解約、減額などするときには、一般的に、ご契約者にとって不利益となる場合があります。また新たな

保険契約のお取扱いについても制限を受ける場合がありますので、ご注意ください。 
 
【1】現在のご契約を解約・減額される場合の不利益事項 
 
○ご契約を解約・減額した際にお支払いする解約払戻金は、多くの場合、お払込保険料の合計額（減額の場合は、減

額部分に対応するお払込保険料）より少ない金額となります。また、解約される時期によっては解約払戻金が、まっ

たくないか、あってもごくわずかとなる場合もあります。なお、解約払戻金の計算は、個々のご加入生命保険会社・

ご契約内容により異なります。 

○ご契約の種類によっては、解約払戻金を支払わないしくみのものがあります。 

○一定期間のご契約の継続を条件に発生する配当の請求権などを失う場合があります。 

○保険料の計算の基礎となる予定利率・予定死亡率などが、解約・減額されるご契約と新たな保険契約とで、異なる

ことがあります。例えば、予定利率を引き下げることによって、主契約などの保険料率が引き上げとなる場合があり

ます。 

 

【2】新たな保険契約の留意事項 
 
○お申込みに際して、被保険者の健康状態などによってはご契約いただけない場合があります。 

○告知をいただく際、事実を告知されなかったり事実と違うことを告知されますと、告知義務違反としてご契約を解除

し、保険金・給付金などを支払わない場合があります。 

○新たな保険契約の責任開始期の属する日からその日を含めて所定期間内に被保険者が自殺した場合は死亡保

険金のお支払いはいたしません。 

○高度障害給付金などは、原因となる傷病や不慮の事故などが責任開始期前に生じている場合は、約款に特に定

めがない限り、その傷病や不慮の事故などについて告知いただいた場合でもお支払いの対象にはなりません。ご

契約時に特別条件が適用されている場合でも同様です。 

 
 
○現在のご契約を解約された場合、新たな保険契約のお取扱いにかかわらず、いったん解約されたご契約を元に

戻すことはできません。 

①ご契約の更新の際には保険証券は交付しません 

②現在のご契約の解約、減額を前提とした新たな保険契約のお申込みについて 

ご注意 
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【1】保険料のお払込方法［経路］ 
 
大切なご契約を有効に継続していただくために、保険料は払込期月中に当社へお払い込みください。お払い込みに

は、つぎのような方法があります。 
 
お払込方法 

［経路］ 
内      容 

口座振替扱 

○当社指定の金融機関などの口座から、お振替えいただく方法です。 

・当社指定の金融機関などのうちご契約者が定めた口座から自動的に保険料が当社に振り替えられ

ます。 

・この場合、振り替えられた保険料については、保険料領収証を発行いたしません。 

・詳しくは、保険料口座振替特約条項をご覧ください。 

送金扱 

○銀行などの当社指定の金融機関などから、お振込みいただく方法です。 

・あらかじめ当社から払込案内をお送りしますので、払込期月中に同封の振込用紙で、当社と提携し

ている銀行などまたは郵便局にお払い込みください。 

・その際の受領証は、保険料領収証の代わりとなりますので、大切に保存してください。 
 
（注）万一、払込期月中に払込案内が届かなかった場合などには、お手数ですが当社お客さまサービスセンターまでご

連絡ください。 

 

【2】保険料のお払込方法［経路］の変更 
 
○お払込方法［経路］の変更をご希望される場合または転居の場合、すみやかに当社お客さまサービスセンターまで

お申出ください。 

○お払込方法［経路］の変更についてお申出があった場合、当社は所定の事務手続を経て、新たなお払込方法［経

路］に変更させていただきます。 

 

【3】保険料をまとめて払い込む方法について（保険料の前納） 
 
お手持ちの余裕資金（ボーナス、預貯金、退職金など）を活用し、保険料をまとめて払い込むことにより、保険料の割

引を受けることができます。 

 

○保険料の前納とは 

・払込期月の到来していない将来の保険料を前払いいただくことができます。 

・前納時の保険料のお払込方法［回数］が半年払の場合は、月払もしくは年払に変更のうえ、お取扱いいたします。 

・前納保険料は当社の定める率で割り引きます（月払契約については、当月分を含めて３か月分以上の保険料を

まとめてお払い込みいただく場合に限り、割り引かれます）。 

・１年分を超える保険料が前納されたときは、お払い込みいただいた保険料を当社の定める利率で計算した利息を

つけて積み立てておき、払込期月の契約応当日ごとに保険料に充当します。 

・ご契約が消滅した場合または将来の保険料の払い込みが不要となった場合に、未経過分の前納保険料があれ

ば払い戻します。 

 

○前納保険料に関する利率については、当社ホームページ（https://www.tdf-life.co.jp/）をご覧ください。 

③保険料について 
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保険料は払込期月中にお払い込みください。なお、保険料のお払い込みには猶予期間がありますが、猶予期間中に保

険料のお払い込みがありませんと、ご契約は効力を失います。 

 

【1】保険料払込の猶予期間について 
 
○保険料払込の猶予期間はつぎのとおりです。 

（１）月払契約 払込期月の翌月初日から末日までです。 

（２）年払・半年払契約 払込期月の翌月初日から翌々月の月単位の契約応当日までです。 

・翌々月の月単位の契約応当日がない場合は、その月の末日までです。 

・払込期月の契約応当日が２月・６月・11月の各末日の場合には、それぞれ４月・８月・１月の各末日までです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2】猶予期間満了後のお取扱いについて 
 
○保険料のお払い込みがないまま猶予期間を過ぎますと、ご契約は失効します。 

 

  
ご契約の効力がなくなった場合でも、失効した日からその日を含めて６か月以内であれば、ご契約の復活ができます。 
 
○ご契約が失効した場合でも、失効した日からその日を含めて６か月以内であれば、当社所定の手続きをとっていた

だいたうえで、ご契約の復活を請求することができます。 

○ご契約を復活する際には、改めて告知または診査をしていただきます。 

○当社が復活を承諾した場合には、お払い込みがなかった保険料の払込期月の契約応当日から復活する日までの

延滞保険料を当社が受け取った時（告知前に受け取ったときは告知の時）から、保険契約上の責任を開始します。 

なお、現在または過去の健康状態によっては、復活をお断りすることがありますのでご了承ください。 

 

  
保険料のお払い込みが困難になられたときでも、つぎのような方法がありますのでご契約を有効にご継続ください。 
 
○保険料の負担を軽くしたいとき 

方法 内容 

基準保険金額の減額 ○基準保険金額を減らして以後の保険料を少なくすることができます。 

 
 
○この保険には、保険料の自動貸付、払済保険への変更および延長保険への変更のお取扱いはありません。 

ご契約の継続には特にご注意ください。 
  

④保険料払込の猶予期間とご契約の失効について 

⑤効力を失ったご契約の復活について 

⑥保険料のお払い込みが困難になられたとき 

ご注意 

契約 

応当日 

失効 

4/1 4/10 4/30 5/1 5/31 6/1 

猶予期間 払込期月 
【月払契約】 

【年払・半年払契約】 

契約 

応当日 

失効 

4/1 4/10 4/30 5/1 6/10 6/1 

猶予期間 払込期月 

6/11 
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保険料は「払込期月の契約応当日」に払い込まれるものとして計算し、「毎払込期月の契約応当日」から「つぎの払込

期月の契約応当日」の前日までの期間（以下、「保険料期間」といいます。）に充当します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

したがって、保険金・給付金などの支払事由または保険料の払込免除事由が発生した日を含む期間に充当するべき保

険料が払い込まれていない場合は、つぎのように取り扱います。 

 

【1】払込期月中の保険料が未払込みの場合 
 
○保険金・給付金などをお支払いするときは、未払込みの保険料をその保険金・給付金などから差し引きます。 

○保険料のお払い込みを免除するときは、未払込みの保険料を払い込んでいただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦保険金・給付金などのお支払いの際の保険料精算について 

保険料期間 

４月分の保険料のお払い込
みがないまま、4/10から5/9ま
での間に保険金・給付金など
の支払事由、保険料払込免
除事由が発生した場合 

４月分の保険料を保険金・給付金などから差し引くか、払い込んでいただきます。 

５月分の保険料の払込期月 

4/1 4/10 4/30 5/1 5/9 5/10 5/31 6/1 

▲ 
契約 
応当日 

▲ 
契約 
応当日 

４月分の保険料の払込期月 

（例）月払契約の場合 

 

４月分の保険料を充当する期間 ５月分の保険料を充当する期間 

(4/10～5/9) (5/10～6/9) 

５月分の保険料の払込期月 ４月分の保険料の払込期月 

4/1 4/10 4/30 5/1 5/9 5/10 5/31 6/1 

▲ 
契約 

応当日 

▲ 
契約 

応当日 

6/9 6/10 

▲ 
契約 

応当日 

＝ ＝ 

保険料期間 保険料期間 

（例）月払契約の場合 
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【2】猶予期間中に保険金・給付金などの支払事由などが発生した場合の精算 
 
○月払契約で猶予期間中の最初の月単位の契約応当日以降に保険金・給付金などの支払事由または保険料のお

払い込みの免除事由が発生した場合、保険金・給付金などを支払うときは２か月分の保険料を保険金・給付金など

から差し引き、保険料のお払い込みを免除するときは２か月分の保険料を払い込んでいただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
保険料の払込方法が年払・半年払契約の場合、保険料期間中に保険料のお払い込みが不要となった場合でも、当社

は、お払い込みになった保険料をご契約者に払い戻しません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧保険料のお払い込みが不要となった場合のお取扱いについて 

3/31 

（例）年払契約の場合 

保険料期間 

 

保険料期間を経過するまでの間の保険料は払い戻しません。 

4/1 

▲ 
契約 

応当日 

保険料払込 

▲ 
解約 

4/1 

▲ 
契約 
応当日 

8/20 

（例）月払契約の場合 

４月分の保険料の猶予期間 
５月分の保険料の払込期月 

保険料期間 

 

保険料期間 

 
４月分・５月分の保
険料のお払い込み
がないまま、5/10か
ら5/31までの間に
保険金・給付金など
の支払事由、保険
料払込免除事由が
発生した場合 

  ４月分と５月分の合計保険料を保険金・給付金などから差し引くか、払い込んでいただきます。 

４月分の保険料の払込期月 

4/1 4/10 4/30 5/1 5/9 5/10 5/31 6/1 

▲ 
契約 
応当日 

▲ 
契約 
応当日 

6/9 6/10 

▲ 
契約 
応当日 
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ご契約を解約されると、多くの場合、解約払戻金はお払込保険料の合計額より少ない金額になります。特に、契約後短
期間で解約されたときの解約払戻金は、まったくないか、あってもごくわずかです。 
 

【1】長期継続のおすすめ 
 
○ご契約いただいた生命保険は、ご契約者の意思に基づきいつでも解約することはできますが、ご家族の生活保障
などのお役に立つ大切な財産です。ぜひ末永くご継続ください。 

 

【2】解約払戻金が少ない一般的な理由 
 
○生命保険では、お払い込みいただいた保険料が預貯金のようにそのまま積み立てられているのではありません。
保険料の一部は年々の死亡保険金などのお支払いに、また他の一部は生命保険の運営に必要な経費（販売、診
査、保険証券作成などの経費）にそれぞれあてられます。これらを除いた残りの金額に対して、当社所定の方法に
基づいて計算された金額を解約の際に払い戻します。 

○したがって、解約されたときの解約払戻金は、多くの場合お払込保険料の合計額より少ない金額になります。特に、
ご契約後しばらくの間は、解約払戻金はまったくないか、あってもごくわずかです。 

○主契約を解約されますと、主契約に付加された各種特約も同時に解約となります。各種特約の解約払戻金は特約
の種類、経過年数などによって異なりますが、多くの場合まったくないか、あってもごくわずかです。 

 

【3】解約払戻金額と払込保険料累計額との関係 
 
○同じ金額の保険料をお払い込みいただいても、保険の種類、ご契約年齢、性別、保険期間、経過年数、保険料をお
払い込みいただいた年月数などにより解約払戻金額が異なります。詳しくは、各解約払戻金額例表をご覧ください。 

○やむをえずご契約を解約される場合は、解約払戻金をご請求ください。当社所定の方法で計算した金額を解約払
戻金としてご契約者にお支払いします。 

○効力を失ったご契約についても、解約払戻金をお支払いできる場合があります。 
 

  
【1】死亡保険金受取人の変更について 
 
○ご契約者は、死亡保険金のお支払事由が発生するまでは、被保険者の同意を得て、死亡保険金受取人を変更す
ることができます。 

○死亡保険金受取人を変更される場合には、当社へご通知ください。 
 

【2】歯科治療給付金および高度障害給付金の受取人の変更について 
 
○歯科治療給付金および高度障害給付金の受取人は被保険者（ご契約者と死亡保険金受取人が同一の法人の場
合はその法人）以外の方に変更することはできません。 

○ご契約者または死亡保険金受取人の変更により、ご契約者と死亡保険金受取人が同一の法人となる場合には、
歯科治療給付金および高度障害給付金の受取人はその法人とし、その法人以外の方に変更することはできませ
ん。 

 

【3】無事故給付金の受取人の変更について 
 
○無事故給付金の受取人はご契約者以外の方に変更することはできません。 

 

【4】遺言による死亡保険金の受取人の変更について 
 
○ご契約者は、死亡保険金のお支払事由が発生するまでは、法律上有効な遺言により、死亡保険金受取人を変更
することができます。この場合、ご契約者が亡くなられた後、ご契約者の相続人から当社へご通知ください。 

○死亡保険金受取人の変更は、被保険者の同意がなければ、受取人変更の効力を生じません。 
 
 

○当社が受取人の変更の通知を受ける前に変更前の保険金・給付金などの受取人に保険金・給付金などをお支
払いしたときは、そのお支払い後に変更後の保険金・給付金などの受取人から保険金・給付金などの請求を受
けても、当社は保険金・給付金などをお支払いしません。 

⑨解約と解約払戻金について 

⑩保険金・給付金などの受取人の変更について 

ご注意 
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○死亡保険金受取人が死亡された場合は、すみやかに当社にご連絡ください。 

・新しい死亡保険金受取人に変更するお手続きをしていただきます。 

・死亡保険金受取人が亡くなられた時以後、死亡保険金受取人の変更手続きがとられていない間は、死亡保険金受

取人の死亡時の法定相続人が死亡保険金受取人となります。 

※死亡保険金受取人となった人が２人以上いる場合は、死亡保険金の受取割合は均等とします。 

 

（例）ご契約者・被保険者 ········ Ａさん 

死亡保険金受取人 ·········· Ｂさん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪死亡保険金受取人が死亡された場合について 

 Ａ       Ｂ 

（夫）     （妻） 

 

 

 Ｃ       Ｄ 

（子）     （子） 

Ｂさん（死亡保険金受取人）が死亡し、死亡保険金受取人の変更手続

きがとられていない間は、Ｂさんの死亡時の法定相続人であるＡさん、

ＣさんとＤさんが死亡保険金受取人となります。その後、死亡保険金

受取人の変更手続きがとられないまま、Ａさん（ご契約者、被保険者）

が死亡した場合、Ａさんの受取人としての地位は、Ａさんの死亡時の

法定相続人であるＣさんとＤさんに移行します。この場合、ＣさんとＤさ

んの死亡保険金の受取割合は均等（それぞれ５割ずつ）となります。 
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当年中（1月から12月まで）にお払い込みいただいた保険料に応じた金額がその年の所得から控除されますので、所得

税と住民税が軽減されます。 

 

【1】生命保険料控除の種類 
 
○生命保険料控除には、契約日などを基準として、「旧制度」「新制度」２つの制度が並存し、適用される制度に応じた

生命保険料控除額を所得から控除することができます。 

  

 

 

○「旧制度」適用契約であっても、2012 年 1 月 1 日以後に更新や特約の中途付加などの契約内容変更などを行った

場合、契約内容変更などを行った後は「新制度」適用契約と同様の取扱となります。（契約内容変更などを行う前の

保険料は「旧制度」の対象となり、契約内容変更などを行った後の保険料は「新制度」の対象となります。） 

○対象となる生命保険料控除について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

○対象となる生命保険料控除は法令などに基づいた当社所定の判定により分類します。 

 

【2】生命保険料控除の対象となる年間正味払込保険料 
 
○当年中（１月から12月まで）にお払い込みいただいた保険料の合計額から、その年にお受取りになった契約者配当

金（その年に新たに積み立てられた契約者配当金を含みます。）を差し引いた金額が年間正味払込保険料となりま

す。 

 

【3】生命保険料控除額 
 
○「旧制度」適用契約に加入されている場合 

 ・一般生命保険料控除、個人年金保険料控除それぞれに適用されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫生命保険料控除について 

所 得 税 

年間正味払込保険料 控除される金額 

25,000円以下のとき 全額 

25,000円をこえ 

50,000円以下のとき 

（年間正味払込保険料×１／２） 

＋ 12,500円 

50,000円をこえ 

100,000円以下のとき 

（年間正味払込保険料×１／４） 

＋ 25,000円 

100,000円をこえるとき 一律 50,000円 

※一般生命保険料控除と個人年金保険料控除をあわせて１０万

円が限度額となります。 

生命保険料控除の種類 「旧制度」適用契約 「新制度」適用契約 

一般生命保険料控除 

申告される方が保険料をお払い込みになり、保険

金・給付金などの受取人がご本人または配偶者

もしくはその他の親族であるご契約の保険料など

が対象となります。 

申告される方が保険料をお払い込みになり、保険

金・給付金などの受取人がご本人または配偶者

もしくはその他の親族であるご契約で、生存又は

死亡に基因して一定額の保険金・給付金などを

支払うことを約する部分に係る保険料などが対象

となります。 

個人年金保険料控除 
個人年金保険料税制適格特約の付加された個人年金保険契約などに係る保険料などが対象となりま

す。 

介護医療保険料控除 － 

申告される方が保険料をお払い込みになり、保険

金・給付金などの受取人がご本人または配偶者

もしくはその他の親族であるご契約で、入院・通

院などにともなう給付部分に係る保険料などが対

象となります。  
※上記のほか、契約の期間など、各生命保険料控除には一定の要件があり、上記の要件を満たしている場合でも、生命保険料控

除の対象外となる場合があります。 

「旧制度」適用契約 2011 年 12 月 31 日以前に加入されたご契約 

「新制度」適用契約 2012 年 1 月 1 日以後に加入されたご契約 

 

住 民 税 

年間正味払込保険料 控除される金額 

15,000円以下のとき 全額 

15,000円をこえ 

40,000円以下のとき 

（年間正味払込保険料×１／２） 

＋ 7,500円 

40,000円をこえ 

70,000円以下のとき 

（年間正味払込保険料×１／４） 

＋ 17,500円 

70,000円をこえるとき 一律 35,000円 

※一般生命保険料控除と個人年金保険料控除をあわせて７万

円が限度額となります。 
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○「新制度」適用契約に加入されている場合 

 ・一般生命保険料控除、個人年金保険料控除、介護医療保険料控除それぞれに適用されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「旧制度」適用契約と、「新制度」適用契約の双方に加入されている場合 

・所得税における控除額の算出は、つぎのいずれかを選択することが必要となります。 

（１）「旧制度」適用契約に加入されている場合の生命保険料控除額に基づいて算出する控除額。 

（２）「新制度」適用契約に加入されている場合の生命保険料控除額に基づいて算出する控除額。 

（３）新旧両制度の生命保険料控除額をあわせて算出する控除額。（ただし、この場合は「新制度」の限度額が適用 

(されます。） 

   ・住民税における控除額の算出は、各地方自治体にて行われます。 

   ・住民税における控除額の算出は、所得税における控除額の選択にかかわらず、上記①～③のうち最も有利な控 

除額が各地方自治体にて選択されます。 

 

【4】生命保険料控除を受けるための手続 
 
○生命保険料控除を受けるためには申告が必要です。 

①給与所得者の場合 

毎年12月の給与の支払われる前日までに、「給与所得者の保険料控除申告書」に下記の生命保険料控除証明

書を添付して勤務先に提出し年末調整を受けてください。 

②申告納税者の場合 

確定申告の際、「確定申告書」に生命保険料控除対象額を記入し、下記の生命保険料控除証明書を添付して税

務署に提出し控除を受けてください。 

※「旧制度」適用契約で、1契約の年間正味払込保険料が9,000円以下の場合、生命保険料控除証明書の添付は

不要です。 

 

【5】生命保険料控除証明書 
 
○年払・半年払契約 

   ・契約月が９月までのご契約は毎年１０月に、契約月が１０月以降のご契約は保険料入金後に当社からお送りしま

す。 

○月払契約 

・毎年９月分の保険料入金後、１０月に当社からお送りします。 

 

 

○本資料に記載の税務に関するお取扱いは 2025 年 1 月現在の法令などに基づき記載しております。したがって、将

来変更される可能性があります。なお、個別の税務のお取扱いにつきましては所轄の税務署にご確認ください。 

 

 

  
保険金・給付金などの請求に関する訴訟については、当社の本社所在地または受取人の住所地を管轄する地方裁判

所（本庁とします。）をもって、合意による管轄裁判所とします。 

⑬保険金・給付金などの請求訴訟について 

所 得 税 

年間正味払込保険料 控除される金額 

20,000円以下のとき 全額 

20,000円をこえ 

40,000円以下のとき 

（年間正味払込保険料×１／２） 

＋ 10,000円 

40,000円をこえ 

80,000円以下のとき 

（年間正味払込保険料×１／４） 

＋ 20,000円 

80,000円をこえるとき 一律 40,000円 

※一般生命保険料控除、個人年金保険料控除、介護医療保険

料控除をあわせて１２万円が限度額となります。 

ご注意 

住 民 税 

年間正味払込保険料 控除される金額 

12,000円以下のとき 全額 

12,000円をこえ 

32,000円以下のとき 

（年間正味払込保険料×１／２） 

＋ 6,000円 

32,000円をこえ 

56,000円以下のとき 

（年間正味払込保険料×１／４） 

＋ 14,000円 

56,000円をこえるとき 一律 28,000円 

※一般生命保険料控除、個人年金保険料控除、介護医療保険

料控除をあわせて７万円が限度額となります。 
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参考例表 無配当歯科保険

　年 ・ 半年 ・ 月払 （基準保険金額10万円につき）

15歳 20歳 30歳 40歳 50歳 60歳

年 円 円 円 円 円 円 

5 1        0        0        0        0        0        0

2        0        0        0        0        0        0

3        0        0        0        0        0        0

4        0        0        0        0        0        0

5        0        0        0        0        0        0

1        0        0        0        0        0        0

2        0        0        0        0        0        0

10 3        0        0        0        0        0        0

4        0        0        0        0        0        0

5        0        0        0        0        0        0

7        0        0        0        0        0        0

10        0        0        0        0        0        0

　年 ・ 半年 ・ 月払 （基準保険金額10万円につき）

15歳 20歳 30歳 40歳 50歳 60歳

年 円 円 円 円 円 円 

5 1        0        0        0        0        0        0

2        0        0        0        0        0        0

3        0        0        0        0        0        0

4        0        0        0        0        0        0

5        0        0        0        0        0        0

1        0        0        0        0        0        0

2        0        0        0        0        0        0

10 3        0        0        0        0        0        0

4        0        0        0        0        0        0

5        0        0        0        0        0        0

7        0        0        0        0        0        0

10        0        0        0        0        0        0

　※経過年数とは、保険料を払い込んだ年数をいいます。

無配当歯科保険　解約払戻金額例表
保険期間中に歯科治療給付金支払のあった契約の場合

男　　性

保 険
期 間

経 過
年 数

更　新　の　時　に　お　け　る　被　保　険　者　の　年　齢

年
満
期

年
満
期

年
満
期

年
満
期

女　　性

保 険
期 間

経 過
年 数

更　新　の　時　に　お　け　る　被　保　険　者　の　年　齢
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参考例表 無配当歯科保険

　年 ・ 半年 ・ 月払 （基準保険金額10万円につき）

15歳 20歳 30歳 40歳 50歳 60歳

年 円 円 円 円 円 円 

5 1        0        0        0        0        0        0

2        0        0        0        0        0        0

3    1,820    2,060    1,930    2,240    1,900    2,010

4    5,900    6,100    5,970    6,180    5,950    6,030

5   10,000   10,000   10,000   10,000   10,000   10,000

1        0        0        0        0        0        0

2        0        0        0        0        0        0

10 3        0        0        0        0        0        0

4    1,560    3,030    2,320    2,380    1,850    2,490

5    4,590    6,190    5,460    5,310    4,890    5,590

7   10,780   12,120   11,500   11,150   10,980   11,630

10   20,000   20,000   20,000   20,000   20,000   20,000

　年 ・ 半年 ・ 月払 （基準保険金額10万円につき）

15歳 20歳 30歳 40歳 50歳 60歳

年 円 円 円 円 円 円 

5 1        0        0        0        0        0        0

2        0        0        0        0        0        0

3    1,790    2,090    1,930    2,220    1,830    1,880

4    5,880    6,110    5,970    6,170    5,910    5,950

5   10,000   10,000   10,000   10,000   10,000   10,000

1        0        0        0        0        0        0

2        0        0        0        0        0        0

10 3        0        0        0        0        0        0

4    1,550    3,090    2,320    2,310    1,510    2,040

5    4,600    6,260    5,460    5,230    4,530    5,120

7   10,820   12,170   11,500   11,080   10,650   11,200

10   20,000   20,000   20,000   20,000   20,000   20,000

　※経過年数とは、保険料を払い込んだ年数をいいます。

無配当歯科保険　解約払戻金額例表
保険期間中に歯科治療給付金支払のなかった契約の場合

男　　性

保 険
期 間

経 過
年 数

更　新　の　時　に　お　け　る　被　保　険　者　の　年　齢

年
満
期

年
満
期

年
満
期

年
満
期

女　　性

保 険
期 間

経 過
年 数

更　新　の　時　に　お　け　る　被　保　険　者　の　年　齢

約款 20



指定代理請求特約 目次 
 

 

（この特約の内容） 

 

第１条 特約の締結 

第２条 特約の対象となる保険金等 

第３条 指定代理請求人の指定および変更指定 

第４条 指定代理請求人等による保険金等の請求 

第５条 指定代理請求人への解除通知 

第６条 特約の解約 

第７条 特約を付加した場合の取扱 

第８条 主約款等の代理請求に関する規定の不適用 

第９条 学資保障保険等に付加した場合の特則 

第10条 生存給付金付特殊養老保険等に付加した場合の特則 

第11条 共存給付金付連生定期保険（88）等に付加した場合の特則 

第12条 会社の定める変額個人年金保険に付加した場合の特則 

第13条 会社の定める定額個人年金保険に付加した場合の特則 

第14条 主契約に年金支払移行特約等が付加された保険契約の場合の特則 

第15条 主契約に年金払定期保険特約が付加された保険契約の場合の特則 

第16条 遺族年金支払特約等による年金を特約の対象となる保険金等とする場合の特則 

第17条 無配当収入保障保険（無解約払戻金・Ⅰ型）に付加した場合の特則 

第18条 無配当収入保障保険（無解約払戻金・Ⅱ型）に付加した場合の特則 

第19条 主契約に介護年金支払移行特約が付加された保険契約の場合の特則 

第20条 主契約に介護認知症年金支払移行特約が付加された保険契約の場合の特則 
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指定代理請求特約 
 

（この特約の内容） 

 この特約は、保険金等の受取人が保険金等を請求できない会社所定の事情がある場合に、あらかじめ指定または変更指

定された指定代理請求人が保険金等の受取人の代理人として保険金等を請求することを主な目的とするものです。 

 

第１条（特約の締結） 

   この特約は、保険契約者の申出により、保険契約の締結の際または締結後、被保険者の同意を得て、主たる保険契

約（以下「主契約」といいます。）に付加して締結します。 

 

第２条（特約の対象となる保険金等） 

   この特約の対象となる保険金、給付金または年金（保険料の払込免除、一括支払の請求およびその受領を含み、給

付の名称の如何を問いません。以下「保険金等」といいます。）は、この特約が付加された主契約およびこれに付加

されている特約の保険金等のうち、つぎの各号に定めるとおりとします。 

  １．被保険者が受取人に指定されている保険金等 

  ２．被保険者が受け取ることとなる保険金等 

  ３．被保険者と保険契約者が同一人である場合の保険契約者が受け取ることとなる保険金等 

  ４．前３号に定める保険金等とともに支払われる金額 

  ５．被保険者と保険契約者が同一人である場合の保険料の払込免除 

 

第３条（指定代理請求人の指定および変更指定） 

 ① この特約を付加する場合、保険契約者は、被保険者の同意を得て、あらかじめつぎの各号の範囲内で、この特約が

付加された主契約につき１人の者（以下「指定代理請求人」といいます。）を指定してください。ただし、保険金等

の受取人（保険料の払込免除の場合は保険契約者。以下同じとします。）が法人である保険金等については、指定代

理請求人の指定がされなかったものとみなします。 

  １．つぎの範囲内の者 

   ア．被保険者の戸籍上の配偶者 

   イ．被保険者の直系血族 

ウ．被保険者の３親等内の親族 

２．前号のほか、つぎの範囲内の者で、保険金等の受取人のために保険金等を請求すべき適当な関係があると会社が

認めた者 

   ア．被保険者と同居しまたは被保険者と生計を一にしている者 

   イ．被保険者の財産管理を行なっている者 

   ウ．死亡保険金（死亡給付金その他被保険者死亡の際に支払われる給付金を含み、名称の如何を問いません。）の

受取人 

   エ．その他前ア．からウ．までに掲げる者と同等の関係にある者 

 ② 保険契約者は、被保険者の同意を得て、指定代理請求人を変更指定することができます。ただし、指定代理請求人

は前項各号のいずれかに該当する者であることを要します。 

 ③ 保険契約者は、被保険者の同意を得て、指定代理請求人の指定を撤回することができます。 

 ④ 指定代理請求人の指定もしくは変更指定または指定代理請求人の指定の撤回をするときは、保険契約者は、別表に

定める請求書類（以下「請求書類」といいます。）を提出してください。 

 ⑤ 指定代理請求人の指定もしくは変更指定または指定代理請求人の指定の撤回をした場合は、保険契約者に書面によ

り通知します。 

 

第４条（指定代理請求人等による保険金等の請求） 

 ① 保険金等の受取人が保険金等を請求できないつぎの各号に定めるいずれかの事情があるときは、前条の規定により

指定または変更指定された指定代理請求人が、請求書類を提出し、会社の承諾を得て、保険金等の受取人の代理人と

して保険金等の請求をすることができます。 

  １．傷害または疾病により、保険金等を請求する意思表示ができない場合 

  ２．傷病名（会社が認めるものに限ります。）の告知を受けていない場合 

  ３．その他前２号に準じた状態である場合 

 ② 前項の規定にかかわらず、指定代理請求人が前項の請求時において前条第１項各号に定める範囲外である場合に

は、指定代理請求人は前項の請求をすることができません。 

 ③ 保険金等の受取人が第１項各号に定める保険金等を請求できない事情があり、かつ、第１号に該当するときは、第

２号に定める者が、請求書類を提出し、会社の承諾を得て、保険金等の受取人の代理人として保険金等を請求するこ

とができます。 

  １．つぎのいずれかに該当する場合 

   ア．指定代理請求人が第１項の請求時においてすでに死亡している場合 

   イ．指定代理請求人が第１項の請求時において前条第１項各号に定める範囲外である場合 

   ウ．指定代理請求人が指定されていない場合 

エ．指定代理請求人が保険金等を請求できない第１項第１号に定める事情がある場合またはこれに準じる状態であ

ると会社が認めた場合 
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２．つぎの範囲内の者 

   ア．保険金等の受取人の戸籍上の配偶者 

   イ．前ア．に該当する者がいない場合、または前ア．に該当する者が保険金等を請求できない第１項第１号に定め

る事情がある場合もしくはこれに準じる状態であると会社が認めた場合には、その受取人と同居しまたはその受

取人と生計を一にしている３親等内の親族 

ウ．前ア．およびイ．に該当する者がいない場合、または前ア．およびイ．に該当する者が保険金等を請求できな

い第１項第１号に定める事情がある場合もしくはこれに準じる状態であると会社が認めた場合には、保険金等の

受取人のために保険金等を請求すべき適当な理由があると会社が認めた者 

 ④ 第１項および第３項の規定により、会社が保険金等を保険金等の受取人の代理人に支払った場合には、その後重複

してその保険金等の請求を受けても、会社はこれを支払いません。 

 ⑤ 本条の規定にかかわらず、つぎの者は指定代理請求人および第３項に定める保険金等の受取人の代理人としての取

扱を受けることができません。 

  １．故意に保険金等の支払事由（保険料の払込免除事由を含みます。）を生じさせた者 

  ２．故意に保険金等の受取人を第１項各号に定める状態に該当させた者 

 ⑥ 事実の確認に際し、指定代理請求人または第３項に定める保険金等の受取人の代理人が、会社からの事実の照会に

ついて正当な理由がなく回答または同意を拒んだときは、その回答または同意を得て事実の確認が終わるまで保険金

等を支払いません。また、会社が指定した医師による被保険者の診断を求めたときも同じとします。 

 

第５条（指定代理請求人への解除通知） 

   この特約が付加された保険契約の解除に関するつぎの事項については、主契約の普通保険約款（以下「主約款」と

いいます。）または主契約に付加されている特約の特約条項（以下「主特約条項」といいます。）の規定によるほ

か、正当な理由により保険契約者、被保険者または保険金等の受取人のいずれにも通知できない場合には、指定代理

請求人または前条第３項に定める保険金等の受取人の代理人に通知します。 

  １．告知義務違反による解除 

  ２．重大事由による解除 

 

第６条（特約の解約） 

 ① 保険契約者は、いつでも将来に向かって、この特約を解約することができます。 

 ② 保険契約者がこの特約の解約を請求するときは、請求書類を提出してください。 

 ③ この特約が解約されたときは、保険契約者に書面により通知します。 

 

第７条（特約を付加した場合の取扱） 

 ① この特約が付加された保険契約が更新されるときは、保険契約者から、とくに反対の申出がないかぎりこの特約も

更新されます。 

 ② 保険金等の受取人が法人に変更された場合は、指定代理請求人は指定されなかったものとして取り扱います。 

 ③ この特約に別段の定めのない場合には、その性質上許されないものを除き、主約款および主特約条項の規定を準用

します。 

 

第８条（主約款等の代理請求に関する規定の不適用） 

   この特約を付加する場合、主約款または主特約条項について、保険金等の受取人の代理人による請求に関する規定

は適用しません。 

 

第９条（学資保障保険等に付加した場合の特則） 

   この特約をこども積立保険、こども積立保険（85）、こども積立保険（93）、学資保障保険、学資保障保険

（85）、学資保障保険（93）、こども積立貯蓄保険、こども積立貯蓄保険（91）またはこども積立貯蓄保険（93）に

付加した場合には、つぎの各号のとおり取り扱います。 

  １．第２条（特約の対象となる保険金等）第５号の規定中、「被保険者と保険契約者が同一人である場合の保険料の

払込免除」とあるのは「保険料の払込免除」と読み替えます。 

  ２．第３条（指定代理請求人の指定および変更指定）第１項各号の規定中、「被保険者」とあるのは「保険契約者」

と読み替えます。 

 

第10条（生存給付金付特殊養老保険等に付加した場合の特則） 

   この特約が生存給付金付特殊養老保険、生存給付金付特殊養老保険（86）、生存給付金付特殊養老保険（90）また

は生存給付金付特殊養老保険（93）に付加されている場合で、婚姻時の特別取扱により被保険者が変更されたとき

は、指定代理請求人の指定は撤回されるものとします。この場合、保険契約者は新たに指定代理請求人を指定してく

ださい。 

 

第11条（共存給付金付連生定期保険（88）等に付加した場合の特則） 

   この特約を共存給付金付連生定期保険（88）または共存給付金付連生定期保険（90）に付加した場合には、つぎの

各号のとおり取り扱います。 

  １．第１条（特約の締結）の規定中、「被保険者の同意を得て、」とあるのは「第１被保険者および第２被保険者の

同意を得て、」と読み替えます。 

  ２．第２条（特約の対象となる保険金等）第１号および第２号の規定中、「被保険者」とあるのは「第１被保険者ま

たは第２被保険者」と、第３号の規定中、「被保険者と保険契約者が同一人である場合の保険契約者が受け取るこ

指定代理請求特約 
 

（この特約の内容） 

 この特約は、保険金等の受取人が保険金等を請求できない会社所定の事情がある場合に、あらかじめ指定または変更指

定された指定代理請求人が保険金等の受取人の代理人として保険金等を請求することを主な目的とするものです。 

 

第１条（特約の締結） 

   この特約は、保険契約者の申出により、保険契約の締結の際または締結後、被保険者の同意を得て、主たる保険契

約（以下「主契約」といいます。）に付加して締結します。 

 

第２条（特約の対象となる保険金等） 

   この特約の対象となる保険金、給付金または年金（保険料の払込免除、一括支払の請求およびその受領を含み、給

付の名称の如何を問いません。以下「保険金等」といいます。）は、この特約が付加された主契約およびこれに付加

されている特約の保険金等のうち、つぎの各号に定めるとおりとします。 

  １．被保険者が受取人に指定されている保険金等 

  ２．被保険者が受け取ることとなる保険金等 

  ３．被保険者と保険契約者が同一人である場合の保険契約者が受け取ることとなる保険金等 

  ４．前３号に定める保険金等とともに支払われる金額 

  ５．被保険者と保険契約者が同一人である場合の保険料の払込免除 

 

第３条（指定代理請求人の指定および変更指定） 

 ① この特約を付加する場合、保険契約者は、被保険者の同意を得て、あらかじめつぎの各号の範囲内で、この特約が

付加された主契約につき１人の者（以下「指定代理請求人」といいます。）を指定してください。ただし、保険金等

の受取人（保険料の払込免除の場合は保険契約者。以下同じとします。）が法人である保険金等については、指定代

理請求人の指定がされなかったものとみなします。 

  １．つぎの範囲内の者 

   ア．被保険者の戸籍上の配偶者 

   イ．被保険者の直系血族 

ウ．被保険者の３親等内の親族 

２．前号のほか、つぎの範囲内の者で、保険金等の受取人のために保険金等を請求すべき適当な関係があると会社が

認めた者 

   ア．被保険者と同居しまたは被保険者と生計を一にしている者 

   イ．被保険者の財産管理を行なっている者 

   ウ．死亡保険金（死亡給付金その他被保険者死亡の際に支払われる給付金を含み、名称の如何を問いません。）の

受取人 

   エ．その他前ア．からウ．までに掲げる者と同等の関係にある者 

 ② 保険契約者は、被保険者の同意を得て、指定代理請求人を変更指定することができます。ただし、指定代理請求人

は前項各号のいずれかに該当する者であることを要します。 

 ③ 保険契約者は、被保険者の同意を得て、指定代理請求人の指定を撤回することができます。 

 ④ 指定代理請求人の指定もしくは変更指定または指定代理請求人の指定の撤回をするときは、保険契約者は、別表に

定める請求書類（以下「請求書類」といいます。）を提出してください。 

 ⑤ 指定代理請求人の指定もしくは変更指定または指定代理請求人の指定の撤回をした場合は、保険契約者に書面によ

り通知します。 

 

第４条（指定代理請求人等による保険金等の請求） 

 ① 保険金等の受取人が保険金等を請求できないつぎの各号に定めるいずれかの事情があるときは、前条の規定により

指定または変更指定された指定代理請求人が、請求書類を提出し、会社の承諾を得て、保険金等の受取人の代理人と

して保険金等の請求をすることができます。 

  １．傷害または疾病により、保険金等を請求する意思表示ができない場合 

  ２．傷病名（会社が認めるものに限ります。）の告知を受けていない場合 

  ３．その他前２号に準じた状態である場合 

 ② 前項の規定にかかわらず、指定代理請求人が前項の請求時において前条第１項各号に定める範囲外である場合に

は、指定代理請求人は前項の請求をすることができません。 

 ③ 保険金等の受取人が第１項各号に定める保険金等を請求できない事情があり、かつ、第１号に該当するときは、第

２号に定める者が、請求書類を提出し、会社の承諾を得て、保険金等の受取人の代理人として保険金等を請求するこ

とができます。 

  １．つぎのいずれかに該当する場合 

   ア．指定代理請求人が第１項の請求時においてすでに死亡している場合 

   イ．指定代理請求人が第１項の請求時において前条第１項各号に定める範囲外である場合 

   ウ．指定代理請求人が指定されていない場合 

エ．指定代理請求人が保険金等を請求できない第１項第１号に定める事情がある場合またはこれに準じる状態であ

ると会社が認めた場合 
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ととなる保険金等」とあるのは「保険契約者が受け取ることとなる保険金等」と、第５号の規定中、「被保険者と

保険契約者が同一人である場合の保険料の払込免除」とあるのは「保険料の払込免除」と読み替えます。 

  ３．第３条（指定代理請求人の指定および変更指定）の適用に際しては、つぎに定めるとおり取り扱います。 

   ア．第１項本文および第１号をつぎのとおり読み替えます。 

    「 ① この特約を付加する場合、保険契約者は、第１被保険者および第２被保険者の同意を得て、あらかじめ

つぎの各号の範囲内で、この特約が付加された主契約の被保険者１人につき１人の者（以下「指定代理請

求人」といいます。）を指定してください。 

       １．つぎの範囲内の者 

        ア．第１被保険者または第２被保険者の戸籍上の配偶者 

        イ．第１被保険者または第２被保険者の直系血族 

ウ．第１被保険者または第２被保険者の３親等内の親族」 

   イ．第１項第２号の規定中、「被保険者」とあるのは「第１被保険者または第２被保険者」と読み替えます。 

   ウ．第２項および第３項の規定中、「被保険者の同意を得て、」とあるのは「第１被保険者および第２被保険者の

同意を得て、」と読み替えます。 

  ４．第４条（指定代理請求人等による保険金等の請求）第６項の規定中、「被保険者」とあるのは「第１被保険者ま

たは第２被保険者」と読み替えます。 

  ５．第５条（指定代理請求人への解除通知）の規定中、「被保険者」とあるのは「第２被保険者」と読み替えます。 

 

第12条（会社の定める変額個人年金保険に付加した場合の特則） 

 ① この特約を付加した会社の定める変額個人年金保険（以下本条において「主契約」といいます。）の年金支払開始

日以後は、つぎの各号のとおり取り扱います。 

  １．第３条（指定代理請求人の指定および変更指定）第２項、第３項、第４項および第５項の規定中、「保険契約

者」とあるのは「年金受取人」と読み替えます。 

  ２．第６条（特約の解約）の規定中、「保険契約者」とあるのは「年金受取人」と読み替えます。 

 ② この特約を主契約の年金支払開始日以後に付加する場合には、第１条（特約の締結）、第３条（指定代理請求人の

指定および変更指定）および第６条（特約の解約）の規定中、「保険契約者」とあるのは「年金受取人」と読み替え

ます。 

 ③ この特約を夫婦年金特則を適用する申込をした主契約に付加する場合には、つぎの各号のとおり取り扱います。 

  １．第１条（特約の締結）の規定中、「被保険者の同意を得て、」とあるのは「被保険者および配偶者の同意を得

て、」と読み替えます。 

  ２．第３条（指定代理請求人の指定および変更指定）第１項、第２項および第３項の規定中、「被保険者の同意を得

て、」とあるのは「被保険者および配偶者の同意を得て、」と読み替えます。 

  ３．第４条（指定代理請求人等による保険金等の請求）第６項の規定中、「被保険者」とあるのは「被保険者または

配偶者」と読み替えます。 

  ４．夫婦年金特則の規定により支払われる年金については、配偶者が受取人となる場合でも、第２条（特約の対象と

なる保険金等）に定めるこの特約の対象となる保険金等に含みます。 

 ④ この特約を付加した主契約に夫婦年金特則を適用した場合には、つぎの各号のとおり取り扱います。 

  １．第３条（指定代理請求人の指定および変更指定）の適用に際しては、つぎのとおり取り扱います。 

   ア．第２項および第３項の規定中、「保険契約者は、被保険者の同意を得て、」とあるのは「年金受取人は、被保

険者および配偶者の同意を得て、」と読み替えます。 

   イ．第４項および第５項の規定中、「保険契約者」とあるのは「年金受取人」と読み替えます。 

  ２．第６条（特約の解約）の規定中、「保険契約者」とあるのは「年金受取人」と読み替えます。 

 ⑤ この特約を夫婦年金特則を適用した主契約に付加する場合には、つぎの各号のとおり取り扱います。 

  １．第１条（特約の締結）の規定中、「保険契約者」とあるのは「年金受取人」と、「被保険者の同意を得て、」と

あるのは「被保険者および配偶者の同意を得て、」と読み替えます。 

  ２．第３条（指定代理請求人の指定および変更指定）の適用に際しては、つぎのとおり取り扱います。 

   ア．第１項、第２項および第３項の規定中、「保険契約者は、被保険者の同意を得て、」とあるのは「年金受取人

は、被保険者および配偶者の同意を得て、」と読み替えます。 

   イ．第４項および第５項の規定中、「保険契約者」とあるのは「年金受取人」と読み替えます。 

  ３．第４条（指定代理請求人等による保険金等の請求）第６項の規定中、「被保険者」とあるのは「被保険者または

配偶者」と読み替えます。 

  ４．夫婦年金特則の規定により支払われる年金については、配偶者が受取人となる場合でも、第２条（特約の対象と

なる保険金等）に定めるこの特約の対象となる保険金等に含みます。 

  ５．第６条（特約の解約）の規定中、「保険契約者」とあるのは「年金受取人」と読み替えます。 

 ⑥ この特約を付加した主契約に夫婦連生終身年金特約または夫婦連生終身年金特約（年金額変動型）を付加した場合

には、第１項各号の規定を適用します。この場合、第１項各号の規定中、「年金受取人」とあるのは「特約年金受取

人」と読み替えます。 

 ⑦ この特約を夫婦連生終身年金特約または夫婦連生終身年金特約（年金額変動型）を付加した主契約に付加する場合

には、第２項の規定を適用します。この場合、第２項の規定中、「年金受取人」とあるのは「特約年金受取人」と読

み替えます。 

 

第13条（会社の定める定額個人年金保険に付加した場合の特則） 

 ① この特約を付加した会社の定める定額個人年金保険（以下本条において「主契約」といいます。）の年金支払開始

日以後は、前条第１項各号の規定を適用します。 
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 ② この特約を主契約の年金支払開始日以後に付加する場合には、前条第２項の規定を適用します。 

 

第14条（主契約に年金支払移行特約等が付加された保険契約の場合の特則） 

 ① この特約が付加された保険契約に年金支払移行特約が付加された場合で、年金支払移行特約の年金支払開始日以後

に、年金支払に移行した部分について、第12条（会社の定める変額個人年金保険に付加した場合の特則）第１項の規

定を適用します。 

 ② この特約が付加された保険契約に年金支払移行特約（変額年金保険用）または年金支払移行特約（Ⅰ型）が付加さ

れた場合は、第12条（会社の定める変額個人年金保険に付加した場合の特則）第１項の規定を適用します。この場

合、第12条（会社の定める変額個人年金保険に付加した場合の特則）第１項の規定中、「年金受取人」とあるのは

「特約年金受取人」と読み替えます。 

 ③ 年金支払移行特約が付加された保険契約の年金支払開始日以後に、この特約を付加する場合には、年金支払に移行

した部分について第12条（会社の定める変額個人年金保険に付加した場合の特則）第２項の規定を適用します。 

 ④ 年金支払移行特約（変額年金保険用）または年金支払移行特約（Ⅰ型）が付加された保険契約にこの特約を付加す

る場合には、第12条（会社の定める変額個人年金保険に付加した場合の特則）第２項の規定を適用します。この場

合、第12条（会社の定める変額個人年金保険に付加した場合の特則）第２項の規定中、「年金受取人」とあるのは

「特約年金受取人」と読み替えます。 

 

第15条（主契約に年金払定期保険特約が付加された保険契約の場合の特則） 

 ① 年金払定期保険特約が付加された保険契約にこの特約が付加された場合で、年金払定期保険特約の特約高度障害年

金の支払事由発生日以後は、第12条（会社の定める変額個人年金保険に付加した場合の特則）第１項の規定を適用し

ます。この場合、第12条（会社の定める変額個人年金保険に付加した場合の特則）第１項の規定中、「年金受取人」

とあるのは「特約年金の受取人」と読み替えます。 

 ② 年金払定期保険特約が付加された保険契約の年金払定期保険特約の特約高度障害年金の支払事由発生日以後に、こ

の特約を付加する場合には、第12条（会社の定める変額個人年金保険に付加した場合の特則）第２項の規定を適用し

ます。この場合、第12条（会社の定める変額個人年金保険に付加した場合の特則）第２項の規定中、「年金受取人」

とあるのは「特約年金の受取人」と読み替えます。 

 

第16条（遺族年金支払特約等による年金を特約の対象となる保険金等とする場合の特則） 

 ① 会社の定める遺族年金支払特約（以下「遺族年金支払特約等」といいます。）による年金をこの特約の対象となる

保険金等とするときは、つぎの各号に定めるところによります。 

  １．遺族年金支払特約等による年金基金設定日以後、遺族年金受取人は、遺族年金支払特約等による年金をこの特約

の対象となる保険金等とし、この特約を付加することができます。 

  ２．すでに主契約にこの特約が付加されている場合であっても、前号の規定によりこの特約が付加されないかぎり、

遺族年金支払特約等による年金は、この特約の対象となる保険金等には該当しません。 

 ② 前項第１号の規定により付加されたこの特約については、つぎの各号に定めるとおり取り扱います。 

  １．第２条（特約の対象となる保険金等）をつぎのとおり読み替えます。 

   「第２条（特約の対象となる保険金等） 

       この特約の対象となる保険金等は、遺族年金支払特約等による年金とします。」 

  ２．第３条（指定代理請求人の指定および変更指定）をつぎのとおり読み替えます。 

   「第３条（指定代理請求人の指定および変更指定） 

     ① この特約を付加する場合、遺族年金受取人は、あらかじめつぎの各号の範囲内で、この特約が付加された

遺族年金支払特約等につき１人の者（以下「指定代理請求人」といいます。）を指定してください。 

      １．つぎの範囲内の者 

       ア．遺族年金受取人の戸籍上の配偶者 

       イ．遺族年金受取人の直系血族 

ウ．遺族年金受取人の３親等内の親族 

      ２．前号のほか、つぎの範囲内の者で、遺族年金受取人のために遺族年金支払特約等による年金を請求すべ

き適当な関係があると会社が認めた者 

       ア．遺族年金受取人と同居しまたは遺族年金受取人と生計を一にしている者 

       イ．遺族年金受取人の財産管理を行なっている者 

       ウ．死亡一時金の受取人 

       エ．その他前ア．からウ．までに掲げる者と同等の関係にある者 

     ② 遺族年金受取人は、指定代理請求人を変更指定することができます。ただし、指定代理請求人は前項のい

ずれかに該当する者であることを要します。 

     ③ 遺族年金受取人は、指定代理請求人の指定を撤回することができます。 

     ④ 指定代理請求人の指定もしくは変更指定または指定代理請求人の指定の撤回をするときは、遺族年金受取

人は、別表に定める請求書類（以下「請求書類」といいます。）を提出してください。 

     ⑤ 指定代理請求人の指定もしくは変更指定または指定代理請求人の指定の撤回をした場合は、遺族年金受取

人に書面により通知します。」 

  ３．第４条（指定代理請求人等による保険金等の請求）第６項の規定中、「被保険者」とあるのは「遺族年金受取

人」と読み替えます。 

  ４．第６条（特約の解約）の規定中、「保険契約者」とあるのは「遺族年金受取人」と読み替えます。 

 

 

ととなる保険金等」とあるのは「保険契約者が受け取ることとなる保険金等」と、第５号の規定中、「被保険者と

保険契約者が同一人である場合の保険料の払込免除」とあるのは「保険料の払込免除」と読み替えます。 

  ３．第３条（指定代理請求人の指定および変更指定）の適用に際しては、つぎに定めるとおり取り扱います。 

   ア．第１項本文および第１号をつぎのとおり読み替えます。 

    「 ① この特約を付加する場合、保険契約者は、第１被保険者および第２被保険者の同意を得て、あらかじめ

つぎの各号の範囲内で、この特約が付加された主契約の被保険者１人につき１人の者（以下「指定代理請

求人」といいます。）を指定してください。 

       １．つぎの範囲内の者 

        ア．第１被保険者または第２被保険者の戸籍上の配偶者 

        イ．第１被保険者または第２被保険者の直系血族 

ウ．第１被保険者または第２被保険者の３親等内の親族」 

   イ．第１項第２号の規定中、「被保険者」とあるのは「第１被保険者または第２被保険者」と読み替えます。 

   ウ．第２項および第３項の規定中、「被保険者の同意を得て、」とあるのは「第１被保険者および第２被保険者の

同意を得て、」と読み替えます。 

  ４．第４条（指定代理請求人等による保険金等の請求）第６項の規定中、「被保険者」とあるのは「第１被保険者ま

たは第２被保険者」と読み替えます。 

  ５．第５条（指定代理請求人への解除通知）の規定中、「被保険者」とあるのは「第２被保険者」と読み替えます。 

 

第12条（会社の定める変額個人年金保険に付加した場合の特則） 

 ① この特約を付加した会社の定める変額個人年金保険（以下本条において「主契約」といいます。）の年金支払開始

日以後は、つぎの各号のとおり取り扱います。 

  １．第３条（指定代理請求人の指定および変更指定）第２項、第３項、第４項および第５項の規定中、「保険契約

者」とあるのは「年金受取人」と読み替えます。 

  ２．第６条（特約の解約）の規定中、「保険契約者」とあるのは「年金受取人」と読み替えます。 

 ② この特約を主契約の年金支払開始日以後に付加する場合には、第１条（特約の締結）、第３条（指定代理請求人の

指定および変更指定）および第６条（特約の解約）の規定中、「保険契約者」とあるのは「年金受取人」と読み替え

ます。 

 ③ この特約を夫婦年金特則を適用する申込をした主契約に付加する場合には、つぎの各号のとおり取り扱います。 

  １．第１条（特約の締結）の規定中、「被保険者の同意を得て、」とあるのは「被保険者および配偶者の同意を得

て、」と読み替えます。 

  ２．第３条（指定代理請求人の指定および変更指定）第１項、第２項および第３項の規定中、「被保険者の同意を得

て、」とあるのは「被保険者および配偶者の同意を得て、」と読み替えます。 

  ３．第４条（指定代理請求人等による保険金等の請求）第６項の規定中、「被保険者」とあるのは「被保険者または

配偶者」と読み替えます。 

  ４．夫婦年金特則の規定により支払われる年金については、配偶者が受取人となる場合でも、第２条（特約の対象と

なる保険金等）に定めるこの特約の対象となる保険金等に含みます。 

 ④ この特約を付加した主契約に夫婦年金特則を適用した場合には、つぎの各号のとおり取り扱います。 

  １．第３条（指定代理請求人の指定および変更指定）の適用に際しては、つぎのとおり取り扱います。 

   ア．第２項および第３項の規定中、「保険契約者は、被保険者の同意を得て、」とあるのは「年金受取人は、被保

険者および配偶者の同意を得て、」と読み替えます。 

   イ．第４項および第５項の規定中、「保険契約者」とあるのは「年金受取人」と読み替えます。 

  ２．第６条（特約の解約）の規定中、「保険契約者」とあるのは「年金受取人」と読み替えます。 

 ⑤ この特約を夫婦年金特則を適用した主契約に付加する場合には、つぎの各号のとおり取り扱います。 

  １．第１条（特約の締結）の規定中、「保険契約者」とあるのは「年金受取人」と、「被保険者の同意を得て、」と

あるのは「被保険者および配偶者の同意を得て、」と読み替えます。 

  ２．第３条（指定代理請求人の指定および変更指定）の適用に際しては、つぎのとおり取り扱います。 

   ア．第１項、第２項および第３項の規定中、「保険契約者は、被保険者の同意を得て、」とあるのは「年金受取人

は、被保険者および配偶者の同意を得て、」と読み替えます。 

   イ．第４項および第５項の規定中、「保険契約者」とあるのは「年金受取人」と読み替えます。 

  ３．第４条（指定代理請求人等による保険金等の請求）第６項の規定中、「被保険者」とあるのは「被保険者または

配偶者」と読み替えます。 

  ４．夫婦年金特則の規定により支払われる年金については、配偶者が受取人となる場合でも、第２条（特約の対象と

なる保険金等）に定めるこの特約の対象となる保険金等に含みます。 

  ５．第６条（特約の解約）の規定中、「保険契約者」とあるのは「年金受取人」と読み替えます。 

 ⑥ この特約を付加した主契約に夫婦連生終身年金特約または夫婦連生終身年金特約（年金額変動型）を付加した場合

には、第１項各号の規定を適用します。この場合、第１項各号の規定中、「年金受取人」とあるのは「特約年金受取

人」と読み替えます。 

 ⑦ この特約を夫婦連生終身年金特約または夫婦連生終身年金特約（年金額変動型）を付加した主契約に付加する場合

には、第２項の規定を適用します。この場合、第２項の規定中、「年金受取人」とあるのは「特約年金受取人」と読

み替えます。 

 

第13条（会社の定める定額個人年金保険に付加した場合の特則） 

 ① この特約を付加した会社の定める定額個人年金保険（以下本条において「主契約」といいます。）の年金支払開始

日以後は、前条第１項各号の規定を適用します。 
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第17条（無配当収入保障保険（無解約払戻金・Ⅰ型）に付加した場合の特則） 

① この特約を付加した無配当収入保障保険（無解約払戻金・Ⅰ型）の第１回目の高度障害年金の支払事由が生じた日

以後は、つぎの各号のとおり取り扱います。 

  １．第３条（指定代理請求人の指定および変更指定）第２項、第３項、第４項および第５項の規定中、「保険契約

者」とあるのは「年金の受取人」と読み替えます。 

  ２．第６条（特約の解約）の規定中、「保険契約者」とあるのは「年金の受取人」と読み替えます。 

 ② この特約を無配当収入保障保険（無解約払戻金・Ⅰ型）の第１回目の高度障害年金の支払事由が生じた日以後に付

加する場合には、第１条（特約の締結）、第３条（指定代理請求人の指定および変更指定）および第６条（特約の解

約）の規定中、「保険契約者」とあるのは「年金の受取人」と読み替えます。 

 

第18条（無配当収入保障保険（無解約払戻金・Ⅱ型）に付加した場合の特則） 

   この特約を無配当収入保障保険（無解約払戻金・Ⅱ型）に付加した場合には、前条の規定を準用します。 

 

第19条（主契約に介護年金支払移行特約等が付加された保険契約の場合の特則） 

 ① この特約が付加された保険契約に介護年金支払移行特約が付加された場合、介護年金支払移行特約の年金支払開始

日以後は、第12条（会社の定める変額個人年金保険に付加した場合の特則）第１項各号の規定を準用します。この場

合、第12条（会社の定める変額個人年金保険に付加した場合の特則）第１項各号の規定中、「年金受取人」とあるの

は「介護年金受取人」と読み替えます。 

 ② 介護年金支払移行特約が付加された保険契約の介護年金支払移行特約の年金支払開始日以後に、この特約を付加す

る場合には、第 12 条（会社の定める変額個人年金保険に付加した場合の特則）第２項の規定を準用します。この場

合、第 12 条（会社の定める変額個人年金保険に付加した場合の特則）第２項の規定中、「年金受取人」とあるのは

「介護年金受取人」と読み替えます。 

 ③ 前２項の規定は、この特約および年金払介護保障特約が付加された保険契約に準用します。 

 

第 20条（主契約に介護認知症年金支払移行特約が付加された保険契約の場合の特則） 

① この特約が付加された保険契約に介護認知症年金支払移行特約が付加された場合、介護認知症年金支払移行特約の

年金支払開始日以後は、第 12条（会社の定める変額個人年金保険に付加した場合の特則）第１項各号の規定を準用し

ます。この場合、第 12条（会社の定める変額個人年金保険に付加した場合の特則）第１項各号の規定中、「年金受取

人」とあるのは「介護認知症年金受取人」と読み替えます。 

② 介護認知症年金支払移行特約が付加された保険契約の介護認知症年金支払移行特約の年金支払開始日以後に、この

特約を付加する場合には、第 12条（会社の定める変額個人年金保険に付加した場合の特則）第２項の規定を準用しま

す。この場合、第 12条（会社の定める変額個人年金保険に付加した場合の特則）第２項の規定中、「年金受取人」と

あるのは「介護認知症年金受取人」と読み替えます。 

 

 

 

別表 請求書類 

 

 項目 請求書類 

１ 保険金等の指定代理請求 

（１）主約款または主特約条項に定める保険金等の会社所定の請求書類 

（２）保険金等の受取人が保険金等を請求できない事情の存在を証明する書類 

（３）被保険者および指定代理請求人の戸籍抄本 

（４）指定代理請求人の住民票および印鑑証明書 

（５）指定代理請求人が被保険者と同居し生計を一にしている者であるときは、その

事実を証明する書類 

（６）指定代理請求人が被保険者の財産管理を行なっている者であるときは、契約書

および財産管理状況の報告書の写しなどその事実を証明する書類 

２ 

指定代理請求人の指定も

しくは変更指定または指

定代理請求人の指定の撤

回 

（１）会社所定の請求書 

（２）保険契約者の印鑑証明書 

（３）保険証券または年金証書 

３ 特約の解約 
（１）会社所定の請求書 

（２）保険証券または年金証書 

会社は、上記以外の書類の提出を求めまたは上記の書類のうち不必要と認めた書類の提出を省略することがあります。

また、会社が必要と認めたときは、事実の確認を行なうことがあります。 
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第17条（無配当収入保障保険（無解約払戻金・Ⅰ型）に付加した場合の特則） 

① この特約を付加した無配当収入保障保険（無解約払戻金・Ⅰ型）の第１回目の高度障害年金の支払事由が生じた日

以後は、つぎの各号のとおり取り扱います。 

  １．第３条（指定代理請求人の指定および変更指定）第２項、第３項、第４項および第５項の規定中、「保険契約

者」とあるのは「年金の受取人」と読み替えます。 

  ２．第６条（特約の解約）の規定中、「保険契約者」とあるのは「年金の受取人」と読み替えます。 

 ② この特約を無配当収入保障保険（無解約払戻金・Ⅰ型）の第１回目の高度障害年金の支払事由が生じた日以後に付

加する場合には、第１条（特約の締結）、第３条（指定代理請求人の指定および変更指定）および第６条（特約の解

約）の規定中、「保険契約者」とあるのは「年金の受取人」と読み替えます。 

 

第18条（無配当収入保障保険（無解約払戻金・Ⅱ型）に付加した場合の特則） 

   この特約を無配当収入保障保険（無解約払戻金・Ⅱ型）に付加した場合には、前条の規定を準用します。 

 

第19条（主契約に介護年金支払移行特約等が付加された保険契約の場合の特則） 

 ① この特約が付加された保険契約に介護年金支払移行特約が付加された場合、介護年金支払移行特約の年金支払開始

日以後は、第12条（会社の定める変額個人年金保険に付加した場合の特則）第１項各号の規定を準用します。この場

合、第12条（会社の定める変額個人年金保険に付加した場合の特則）第１項各号の規定中、「年金受取人」とあるの

は「介護年金受取人」と読み替えます。 

 ② 介護年金支払移行特約が付加された保険契約の介護年金支払移行特約の年金支払開始日以後に、この特約を付加す

る場合には、第 12 条（会社の定める変額個人年金保険に付加した場合の特則）第２項の規定を準用します。この場

合、第 12 条（会社の定める変額個人年金保険に付加した場合の特則）第２項の規定中、「年金受取人」とあるのは

「介護年金受取人」と読み替えます。 

 ③ 前２項の規定は、この特約および年金払介護保障特約が付加された保険契約に準用します。 

 

第 20条（主契約に介護認知症年金支払移行特約が付加された保険契約の場合の特則） 

① この特約が付加された保険契約に介護認知症年金支払移行特約が付加された場合、介護認知症年金支払移行特約の

年金支払開始日以後は、第 12条（会社の定める変額個人年金保険に付加した場合の特則）第１項各号の規定を準用し

ます。この場合、第 12条（会社の定める変額個人年金保険に付加した場合の特則）第１項各号の規定中、「年金受取

人」とあるのは「介護認知症年金受取人」と読み替えます。 

② 介護認知症年金支払移行特約が付加された保険契約の介護認知症年金支払移行特約の年金支払開始日以後に、この

特約を付加する場合には、第 12条（会社の定める変額個人年金保険に付加した場合の特則）第２項の規定を準用しま

す。この場合、第 12条（会社の定める変額個人年金保険に付加した場合の特則）第２項の規定中、「年金受取人」と

あるのは「介護認知症年金受取人」と読み替えます。 

 

 

 

別表 請求書類 

 

 項目 請求書類 

１ 保険金等の指定代理請求 

（１）主約款または主特約条項に定める保険金等の会社所定の請求書類 

（２）保険金等の受取人が保険金等を請求できない事情の存在を証明する書類 

（３）被保険者および指定代理請求人の戸籍抄本 

（４）指定代理請求人の住民票および印鑑証明書 

（５）指定代理請求人が被保険者と同居し生計を一にしている者であるときは、その

事実を証明する書類 

（６）指定代理請求人が被保険者の財産管理を行なっている者であるときは、契約書

および財産管理状況の報告書の写しなどその事実を証明する書類 

２ 

指定代理請求人の指定も

しくは変更指定または指

定代理請求人の指定の撤

回 

（１）会社所定の請求書 

（２）保険契約者の印鑑証明書 

（３）保険証券または年金証書 

３ 特約の解約 
（１）会社所定の請求書 

（２）保険証券または年金証書 

会社は、上記以外の書類の提出を求めまたは上記の書類のうち不必要と認めた書類の提出を省略することがあります。

また、会社が必要と認めたときは、事実の確認を行なうことがあります。 
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保険契約の失効取消に関する特約 目次 
 
（この特約の内容） 
 
第１条 特約の適用 
第２条 失効取消 
第３条 主約款の規定の準用 
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保険契約の失効取消に関する特約 

 

（この特約の内容） 
 この特約は、主たる保険契約に付加することにより、保険契約が失効した場合でも、失効取消可能期間に延滞保険料を払い込む
ことにより、失効を取り消すことを主な内容とするものです。 
 
第１条（特約の適用） 
   この特約は、保険契約者から申出があり、かつ、会社がこれを承諾した場合に適用します。 
 
第２条（失効取消） 
 ① この特約が付加された保険契約については、主たる保険契約の普通保険約款（以下「主約款」といいます。）に定める猶予
期間の満了日までに保険料が払い込まれず、主約款に定める保険契約の失効の規定により保険契約が失効し効力を失った場合
でも、当該猶予期間の満了日の翌日から当該猶予期間の満了日の属する月の翌月末日まで（以下「失効取消可能期間」といい
ます。）に失効取消にかかる延滞保険料（主約款に定める保険料の自動貸付の規定による貸付金がある場合には、元利金を含
みます。以下、同様とします。）の払込があったときは、保険契約は失効しなかったものとして取り扱います。 

 ② 失効取消可能期間中に保険金、給付金または年金（給付の名称の如何を問いません。以下「保険金等」といいます。）の支
払事由または保険料の払込免除事由が生じた場合で、失効取消可能期間中に失効取消にかかる延滞保険料の払込があったとき
は、保険金等の支払または保険料の払込の免除を行ないます。 

 ③ 前２項の規定にかかわらず、失効取消可能期間中に失効取消にかかる延滞保険料が払い込まれないまま被保険者が死亡した
ときは、保険契約は失効しなかったものとして取り扱います。この場合で、会社が保険金等を支払うときは、その延滞保険料
を支払うべき金額から差し引きます。ただし、その延滞保険料が支払うべき金額を上回る場合は、会社は保険金等を支払いま
せん。 

 
第３条（主約款の規定の準用） 
   この特約に別段の定めのない場合には、主約款の規定を準用します。 
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生命保険のお手続きやご契約に関する苦情・相談窓口 

 

○生命保険のお手続きやご契約に関する苦情・相談につきましては、つぎのお問い合わせ先へご連

絡ください。 

 

 

 

 

 

 

○この商品に係る指定紛争解決機関は（一社）生命保険協会です。 
（一社）生命保険協会の「生命保険相談所」では、電話・文書（電子メール・FAX は不可）・来訪によ

り生命保険に関するさまざまな相談・照会・苦情をお受けしております。また、全国各地に「連絡

所」を設置し、電話にてお受けしております。 

 

 

 

 

・生命保険相談所が苦情の申出を受けたことを生命保険会社に連絡し、解決を依頼した後、原則

として 1 ヶ月を経過しても、ご契約者などと生命保険会社との間で解決がつかない場合について

は、指定紛争解決機関として、生命保険相談所内に裁定審査会を設け、ご契約者などの正当な

利益の保護を図っております。 

 

生命保険契約に関する利率等について 

下記の利率は、金利水準等の金融情勢の変化などにより、定期的に見直しを行います。最新の利率に 

ついては、当社ホームページ（https://www.tdf-life.co.jp）をご覧ください。 

・前納保険料に関する利率 

・契約者配当に関する利率 

・保険金等の据置支払に関する利率 

・年金等の据置支払に関する利率 

・契約者貸付に関する利率 

・払戻金等に関する利率 

 

 

 

 

 

 

T&D フィナンシャル生命 お客さまサービスセンター 

受付時間 9:00～17:00（土・日・祝日等を除く） 

    0120-301-396 

ホームページアドレス https://www.seiho.or.jp 

お問い合わせ先 





 

説明事項ご確認のお願い 

●クーリング・オフ制度（お申込みの撤回またはご契約の解除）の適用除外 

について ································································ 6 

●個人情報のお取扱いについて ·············································· 8 

●保険金・給付金などをお支払いできない場合 ······························· 17 

●現在のご契約の解約、減額を前提とした新たな保険契約のお申込みについて ··· 21 

●保険料払込の猶予期間とご契約の失効について ····························· 23 

●効力を失ったご契約の復活について ······································· 23 

●解約と解約払戻金について ··············································· 26 

などは、ご契約の更新に際してぜひご理解いただきたいことがらですので、おわかり

にくい点がございましたら下記にお問い合わせください。 

2025年4月版 

この冊子は、ご契約の更新にともなう大切なことがらを記載したものですので、ご契約

の更新の際は必ずご一読いただき、内容を十分にご確認いただきますようお願いいたし

ます。 

特に 

     316-25-G033〔登録番号 TDF-25-A-33 登録年月 25.04〕 

〒105-0023  東京都港区芝浦 1-1-1 

お客さまサービスセンター  0120-301-396 

受付時間 9:00～17:00（土・日・祝日等を除く） 

ホームページ https://www.tdf-life.co.jp 




